
216
2011 February

発行／学校法人 大阪音楽大学 
編集／広報誌編集部 

〒561-8555 豊中市庄内幸町1-1-8 
  TEL／06-6334-2131 FAX／06-6334-2141 

URL http://daion.ac.jp 
発行日／2011年2月15日 

VOｌ.

CONTENTS

 

…………………………………………………１３ 
……………………………………１４ 

……………………………………………………………１５ 
…………………………………………………………………１６ 

……………………………………………………………１７ 
………………………………………………………１８ 

…………………………………………………１９ 
………………………………………………２０ 

………………………………………………３ 
………………………………………………………４ 

…………………………………………………５ 
…………………………………………………６ 
…………………………………………………７ 
…………………………………………………８ 
…………………………………………………９ 
…………………………………………………１２ 

……………………………………………………………2 
………………………………………………………………………10・11

 

 

■大勝秀也氏と牧村邦彦氏がオペ菅正指揮者に 
■惜しまれ６教授退任 
■連載「校史点描」＜１７＞ 
■特別講義　津軽三味線 
■大阪音楽大学の催し 
■音楽活動つなぐ地域・卒業生　園田葉子さん 
■震災語り部１６年　西垣俊朗講師夫妻 
■オペラ物知り講座 

■ミレニアムホール特別講座 
■平城遷都１３００年祭で大ブレーク　武田貴絵さん 
■入試ナビ　世界最古の劇場で演奏　喜多美幸さん 
■兵庫県文化賞　宮本慶子講師 
■新刊紹介　香港奮闘記 
■CDリリース　青柳いづみこ教授に音楽賞 
■幸楽会コンサート 
■音楽幼稚園「こどものミュージカル」ファイナル公演 

本学吹奏楽団　WASBE国際大会日本代表に 
ジャズの日野皓正教授退任記念演奏　ほか 

日野皓正教授退任記念演奏（１２月１５日） 
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世
界
吹
奏
楽
協
会
（W

o
rld
 

A
ssociation

for
S
y
m
p
h
on
ic
B
an
d
s 

and
E
nsem

bles

　
略
称
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｅ
）

が
今
年
の
夏
、
台
湾
の
嘉
義
市
（C

hiayi 

C
ity

）
で
開
く
２
０
１
１
年
度
国
際
大

会
の
日
本
代
表
に
、
本
学
吹
奏
楽
団
が

選
ば
れ
ま
し
た
。
同
協
会
に
提
出
し
た

本
学
吹
奏
楽
団
の
Ｃ
Ｄ
の
演
奏
レ
ベ
ル

や
、
活
動
内
容
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も

の
で
、
参
加
は
初
め
て
で
す
。 

　
世
界
吹
奏
楽
協
会
は
、
１
９
８
１
年

に
英
国
・
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
で
創
設
さ

れ
た
吹
奏
楽
の
た
め
の
国
際
組
織
。
吹

奏
楽
の
指
導
者
、
作
曲
家
、
演
奏
家
ら

を
対
象
に
、
吹
奏
楽
の
発
展
と
質
の
向

上
、
国
際
交
流
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

２
年
に
１
度
、
世
界
各
地
で
国
際
大
会

を
開
き
、
会
期
中
は
世
界
各
国
か
ら
参

加
す
る
優
秀
な
吹
奏
楽
団
の
コ
ン
サ
ー

ト
、
講
演
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
セ
ミ
ナ
ー
、

研
究
発
表
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
７
月

３
日
か
ら
９
日
ま
で
開
か
れ
る
同
大
会

の
開
催
地
、
嘉
義
市
は
台
湾
西
南
部
の

都
市
。
国
立
嘉
義
大
学
を
有
し
、
毎
年

「
ア
ジ
ア
管
弦
楽
節
」
を
主
催
す
る
な

ど
「
台
湾
管
弦
楽
の
都
」
と
も
呼
ば
れ
、

ア
ジ
ア
に
お
け
る
吹
奏
楽
の
レ
ベ
ル
を

さ
ら
に
向
上
さ
せ
る
同
大
会
開
催
に
向

け
、
早
く
も
歓
迎
ム
ー
ド
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。 

　
本
学
は
大
学
３
年
吹
奏
楽
ク
ラ
ス
（
２

０
１
１
年
度
は
４
年
生
ク
ラ
ス
）
を
対

象
に
、
参
加
者
を
募
集
。
木
管
・
金
管
・

打
楽
器
の
合
計
６５
人
の
編
成
で
吹
奏
楽

最
大
の
祭
典
、
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｅ
国
際
大
会

の
晴
舞
台
に
臨
み
ま
す
。
指
揮
は
北
野

徹
教
授
。
本
学
は
７
月
６
日
午
後
に
演

奏
す
る
予
定
で
す
。 
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吹
奏
楽
と
マ
ー
チ
ン
グ
。
演
奏
と
華

や
か
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
双
方
に
、
抜

群
の
強
さ
を
発
揮
す
る
明
浄
学
院
高
校

吹
奏
楽
部
。
昨
年
１１
月
の
全
日
本
吹
奏

楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
銀
賞
、
１２
月
の
マ
ー

チ
ン
グ
バ
ン
ド
・
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン

グ
全
国
大
会
で
は
金
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

部
員
１
６
０
人
を
率
い
、
選
曲
か
ら
指

揮
、
演
奏
指
導
ま
で
音
楽
面
を
一
手
に

取
り
仕
切
る
の
は
、
小
野
川
昭
博
音
楽

監
督
。
本
学
講
師
を
つ
と
め
る
か
た
わ

ら
、
中
学
校
、
高
校
、
一
般
バ
ン
ド
な

ど
現
在
１９
団
体
を
指
導
し
、
こ
れ
ま
で

数
々
の
団
体
を
全
国
大
会
に
導
い
た
実

績
の
持
ち
主
で
す
。
創
部
４５
年
の
歴
史

を
誇
る
明
浄
学
院
高
校
吹
奏
楽
部
の
音

楽
監
督
に
就
任
し
た
９４
年
に
、
早
く
も

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
関
西
大
会

で
初
め
て
の
金
賞
を
受
賞
。
９８
年
に
は

全
国
大
会
へ
の
出
場
を

果
た
し
、
０７
年
と
０８
年

の
全
国
大
会
で
２
年
連

続
金
賞
の
偉
業
を
成
し

遂
げ
ま
し
た
。 

　
「
今
年
コ
ン
ク
ー
ル
で
演
奏
し
た
課

題
曲
の
『
潮
風
の
マ
ー
チ
』
は
、
や
わ

ら
か
な
サ
ウ
ン
ド
で
明
浄
ら
し
い
明
る

く
爽
や
か
な
演
奏
が
で
き
ま
し
た
。
自

由
曲
の
『
吹
奏
楽
の
た
め
の
マ
イ
ン
ド

ス
ケ
ー
プ
』
は
、
本
学
の
高
昌
帥
助
教

の
名
曲
。
人
間
の
心
理
の
表
と
裏
を
表

し
た
作
品
に
取
り
組
み
、
生
徒
も
成
長

し
た
よ
う
で
す
。
明
浄
で
は
パ
ー
ト
レ

ッ
ス
ン
を
中
心
に
、
一
人
ひ
と
り
の
演

奏
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
個
性
を
の
ば
し
、

個
人
の
ク
オ
リ
テ
ィ
を
高
め
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
パ
ー
ト
レ
ッ
ス
ン

↓
セ
ク
シ
ョ
ン
レ
ッ
ス
ン
↓
合
奏
と
い

う
形
で
一
つ
ず
つ
積
み
重
ね
て
い
く
。

生
徒
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
、

生
徒
が
自
発
的
に
の
び

の
び
音
楽
を
楽
し
め
る

よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
」

と
小
野
川
音
楽
監
督
。 

　
１
月
中
旬
、
吹
奏
楽

部
の
部
室
を
訪
れ
る
と
、

２
月
６
日
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

阪
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
る

定
期
演
奏
会
の
曲
目
「
グ

レ
ン
バ
リ
ー
・
グ
ロ
ー
ブ
」
の
合
奏
の

真
っ
最
中
。
指
揮
台
の
小
野
川
音
楽
監

督
は
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を

使
っ
て
テ
ン
ポ
や
音
程
、
モ
テ
ィ
ー
フ

を
示
し
、「
ゆ
っ
く
り
し
た
音
楽
だ
か

ら
、
た
っ
ぷ
り
息
を
使
っ
て
。
伴
奏
の

グ
ル
ー
プ
は
、
二
つ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
ラ

イ
ン
を
大
事
に
聴
き
な
が
ら
、
埋
も
れ

さ
せ
な
い
よ
う
に
」
と
生
徒
た

ち
が
音
楽
の
構
造
や
自
分
の
ポ

ジ
シ
ョ
ン
を
意
識
し
な
が
ら
演

奏
す
る
よ
う
促
し
ま
し
た
。 

　
全
校
生
徒
の
約
３
分
の
１
が

吹
奏
楽
部
と
い
う
人
気
の
高
さ
。

セ
ー
ラ
ー
服
が
清
楚
な
明
浄
学

院
の
女
子
高
生
を
虜
に
す
る
吹

奏
楽
の
魅
力
と
は
？
　
部
長
の

原
田
み
さ
き
さ
ん
（
高
３
　
オ

ー
ボ
エ
）
に
聞
き
ま
し
た
。「
明

浄
に
は
お
は
こ
の
曲
が
あ
っ
て

そ
の
曲
は
ひ
た
す
ら
楽
し
く
、

で
も
真
剣
に
吹
く
曲
は
神
経
を
集
中
す

る
。
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
魅
力
。
各
パ
ー

ト
を
見
て
、
し
っ
か
り
相
談
に
の
っ
て

く
だ
さ
る
小
野
川
先
生
は
、
部
員
に
と

っ
て
お
父
さ
ん
的
存
在
で
す
」 

７月　台湾・嘉義市で演奏 

本
学
吹
奏
楽
団
　
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｅ
国
際
大
会
日
本
代
表
に

本
学
吹
奏
楽
団
　
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｅ
国
際
大
会
日
本
代
表
に 
本
学
吹
奏
楽
団
　
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｅ
国
際
大
会
日
本
代
表
に 

個
人
の
ク
オ
リ
テ
ィ
高
め
る 

明
浄
学
院
高
校 

　
　 
小
野
川
昭
博（  

　
） 

８６
年
大
卒 

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト 

吹
奏
楽
部 

音
楽
監
督 
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ド
イ
ツ
を
中
心
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地

で
数
多
く
の
オ
ペ
ラ
を
経
験
し
て
き
た

大
勝
秀
也
氏
。
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
初
登
場

は
０８
年
の
サ
マ
ー
・
オ
ペ
ラ
　
モ
ー
ツ

ァ
ル
ト
・
シ
リ
ー
ズ
。
演
目
は
「
ド
ン
・

ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
」
。
ま
た
、
１０
年
に
「
恋

人
た
ち
の
学
校
〜
コ
ジ
・
フ
ァ
ン
・
ト

ゥ
ッ
テ
」
を
指
揮
、
公
演
を
成
功
に
導

く
と
と
も
に
、
そ
の
高
い
音
楽
性
が
絶

賛
さ
れ
ま
し
た
。 

　
正
指
揮
者
と
し
て
の
初
仕
事
は
１０
年

１１
月
に
上
演
し
た
２０
世
紀
オ
ペ
ラ
・
シ

リ
ー
ズ
「
欲
望
と
い
う
名
の
電
車
」。「
こ

の
作
品
は
と
て
も
複
雑
な
音
楽
で
し
た

が
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
み
な
さ
ん
は
練

習
の
時
か
ら
楽
譜
を
よ
く
見
て
準
備
し

て
く
れ
た
の
で
、
本
番
は
息
が
ぴ
っ
た

り
。
最
高
の
で
き
で
し
た
」
と
感
想
を

述
べ
て
い
ま
す
。 

　
今
年
７
月
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
・
シ
リ

ー
ズ
に
は
「
魔
笛
」
を
振
る
こ
と
が
決

ま
っ
て
い
ま
す
。
演
出
は
岩
田
達
宗
氏
。

ど
ん
な
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
生
ま
れ
る
の

か
楽
し
み
で
す
。 

　
オ
ペ
ラ
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
約
７０
作

品
と
い
う
牧
村
氏
。
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
管

弦
楽
団
と
は
９６
年
３
月
の
川
西
市
民
オ

ペ
ラ
（
現
み
つ
な
か
オ
ペ
ラ
）
の
「
カ

ル
メ
ン
」
を
皮
切
り
に
関
西
二
期
会
、

ニ
ュ
ー
オ
ペ
ラ
シ
ア
タ
ー
神
戸
、
関
西

歌
劇
団
な
ど
で
約
２０
回
の
共
演
歴
が
あ

り
ま
す
。 

　
―
正
指
揮
者
に
つ
い
て
の
抱
負
は 

　
「
今
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
置
か
れ
て
い

る
状
況
は
か
な
り
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
外
部
で
の
演
奏
を

増
や
す
努
力
を
し
、
広
報
部
長
の
役
も

こ
な
そ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
」 

　
―
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
管
弦
楽
団
に
つ
い

て
は
ど
ん
な
印
象
を
お
持
ち
で
す
か 

　
「
こ
の
数
年
、
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
以
外

の
場
所
で
、
こ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
一

番
多
く
オ
ペ
ラ
を
共
演
し
て
い
る
の
は

私
だ
と
思
い
ま
す
。
オ
ペ
ラ
の
演
奏
は

歌
手
に
し
っ
か
り
寄
り
添
い
な
が
ら
、

台
本
作
家
や
作
曲
家
が
実
現
し
た
か
っ

た
『
ド
ラ
マ
』
を
作
り
上
げ
る
こ
と
に

あ
り
ま
す
。
オ
ペ
管
は
こ
の
こ
と
を
熟

知
し
、
そ
の
こ
と
を
使
命
と
し
て
演
奏

に
取
り
組
ん
で
く
れ
て
い
る
数
少
な
い

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
す
」 

　
―
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は 

　
４
月
に
守
山
市
民
ホ
ー
ル
主
催
の
「
第

九
」
、
９
月
に
み
つ
な
か
オ
ペ
ラ
「
ラ
・

フ
ァ
ヴ
ォ
リ
ー
タ
」
、
１１
月
に
関
西
歌

劇
団
の
「
イ
ル
・
ト
ロ
ヴ
ァ
ト
ー
レ
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

　
ザ･

カ
レ
ッ
ジ･

オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
管
弦
楽
団
の
首
席
指
揮
者
、
チ
ャ
ン･

ユ
ン
ス

ン
氏
が
１０
年
３
月
３１
日
付
で
退
団
、
空
席
の
首
席
指
揮
者
の
ほ
か
に
新
た
に
正
指

揮
者
を
設
け
、
正
統
ド
イ
ツ
の
薫
り
豊
か
な
演
奏
で
名
高
い
大
勝
秀
也
氏
と
、
関

西
で
最
も
オ
ペ
ラ
の
指
揮
回
数
が
多
い
牧
村
邦
彦
氏
の
二
人
が
就
任
し
ま
し
た
。

不
況
の
影
響
は
オ
ペ
ラ
や
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
世
界
に
も
出
て
き
て
お
り
今
後
の
両
氏

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
学
校
法
人
大
阪
音
楽
大
学
は
ザ
・
カ

レ
ッ
ジ
・
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
管
弦
楽
団
の

首
席
指
揮
者
を
退
任
し
た
チ
ャ
ン
・
ユ

ン
ス
ン
氏
に
１２
月
４
日
、
同
管
弦
楽
団

名
誉
指
揮
者
の
称
号
を
贈
り
ま
し
た
。 

　
チ
ャ
ン
氏
は
０８
年
４
月
に
第
４
代
首

席
指
揮
者
に
就
任
。
退
任
ま
で
の
約
２

年
間
に
Ｇ
・
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
「
リ
ゴ
レ

ッ
ト
」、
A
・
オ
ネ
ゲ
ル
「
火
刑
台
上

の
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
」
な
ど
を
指
揮

し
ま
し
た
。 

　
理
事
室
で
本
田
耕
一
常
任
理
事
か
ら

称
号
記
を
授
与
さ
れ
た
チ
ャ
ン
氏
は
「
予

算
が
厳
し
い
の
に
自
分
の
そ
ば
に
は
い

つ
も
音
の
バ
ラ
ン
ス
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

副
指
揮
者
が
い
て
、
あ
り
が
た
か
っ
た
」

と
大
学
に
感
謝
。 

　「
人
気
作
品
に
押
し
流
さ
れ
ず
、
夏

は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
・
シ
リ
ー
ズ
、
秋
は

２０
世
紀
オ
ペ
ラ
を
長
年
続
け
て
こ
ら
れ

た
大
学
の
姿
勢
に
は
頭
が
下
が
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
交
流
な

ど
を
通
し
て
日
韓
友
好
の
橋
渡
し
を
し

た
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。 

本
学
吹
奏
楽
団
　
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｅ
国
際
大
会
日
本
代
表
に 

大
勝
氏
と
牧
村
氏
が
就
任 

オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
管
弦
楽
団
に
正
指
揮
者
新
設 

大
勝
　
秀
也
氏
 

牧
村
　
邦
彦
氏
 

チャン氏に名誉指揮者称号 
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大
阪
音
楽
大
学
の
水
谷
一
郎
、
本
岡
浩
子
、
柿
木
功
、
草
野
道
広
、
布
埜
洋
子
、
日
野
皓
正
の
６
教
授
が
３

月
３１
日
付
で
退
任
さ
れ
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
４
教
授
か
ら
本
学
で
の
思
い
出
や
新
し
い
人
生
な
ど
に
つ
い
て
寄

稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。 

　
本
学
卒
業
と
同
時
に
大
学
に
奉
職
し
、

４４
年
に
な
り
ま
す
。
付
属
音
楽
高
校
教

諭
時
代
、
創
立
６０

周
年
記
念
定
演
で
、

当
時
最
先
端
の
シ

ン
セ
サ
イ
ザ
ー
を
弦
楽
合
奏
に
加
え
た

カ
ン
タ
ー
タ
「
わ
た
げ
」
の
作
曲
、
現

在
も
使
わ
れ
て
い
る
本
学
独
自
の
チ
ャ

イ
ム
制
作
、
ま
た
、
入
試
事
務
の
電
算

化
、
休
講
掲
示
の
Ｗ
ｅ
ｂ
化
、
図
書
館

資
料
検
索
の
Ｗ
ｅ
ｂ
公
開
、
等
々
、
常

に
大
学
と
学
生
と
教
職
員
の
た
め
に
役

立
ち
た
い
と
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。 

　
定
年
間
近
の
今
、
自
分
が
必
要
と
さ

れ
役
に
立
つ
こ
と
の
幸
せ
を
感
じ
て
お

り
ま
す
。
大
阪
音
楽
大
学
お
よ
び
学
生
・

教
職
員
の
皆

様
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。 

 
そ
し
て
、
大
学
が
創
立
百
周
年
に
向

け
、
更
に
そ
の
後
も
、
時
代
に
即
し
た

変
容
を
遂
げ
発
展
す
る
こ
と
を
期
待
し

て
や
み
ま
せ
ん
。 

　
大
勢
の
方
々
に
支
え
ら
れ
無
事
、
定

年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆

様
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

中
庭
に
楽
器
が
鳴

り
響
い
て
い
た
頃
か
ら
、
練
習
室
が
増

え
て
環
境
を
整
え
て
い
っ
た
本
学
の
歩

み
を
知
る
者
と
し
て
、
こ
の
土
台
の
上

に
さ
ら
な
る
発
展
を
期
待
し
て
や
み
ま

せ
ん
。 

　
２５
年
前
の
７０
周
年
に
は
、
キ
ッ
ト
か

ら
作
る
１
台
目
の
チ
ェ
ン
バ
ロ
が
完
成

し
た
ば
か
り
で
、
そ
の
音
に
感
激
し
た

も
の
で
し
た
。「
Ｆ
Ｍ
放
送
」
で
少
し

だ
け
聴
い
て
も
ら
お
う
、
と
い
う
話
が

周
囲
か
ら
上
が
っ
て
き
て
、
録
音
す
る

こ
と
に
な
り
、

Ｆ
・
ク
ー
プ

ラ
ン
の
「
芸
術
家
」
を
選
ん
だ
こ
と
な

ど
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。 

　
そ
の
後
、
古
楽
器
製
作
は
学
生
た
ち

の
力
を
結
集
し
て
順
調
に
進
み
増
え
た

楽
器
は
授
業
で
活
用
し
て
い
ま
す
。 

　
大
阪
音
楽
大
学
付
属
高
校
２
年
生
に

編
入
学
を
し
、
大
学
卒
業
後
す
ぐ
母
校

で
教
鞭
を
と
っ
て

４４
年
、
通
算
５０
年

間
大
阪
音
楽
大
学

に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
卒
業
す
ぐ

の
新
米
教
師
は
年
齢
の
変
わ
ら
な
い
学

生
た
ち
の
合
唱
、
ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
ュ
の

授
業
を
受
け
持
っ
た
。 

　
専
門
の
声
楽
で
は
学
生
の
個
性
を
生

か
し
、
型
に
当
て
は
め
な
い
指
導
を
し

た
。
学
生
と
の
交
流
で
は
新
入
生
歓
迎

会
、
門
下
旅
行
、
ミ
カ
ン
狩
り
、
１
月

に
は
卒
業
生
も
交
え
現
役
の
学
生
と
の

新
年
会
、
こ
れ
は
今
も
続
い
て
い
る
。 

　
教
室
で
の
先
生
と
学
生
の
関
係
だ
け

で
な
く
身
近

に
何
で
も
話

せ
る
人
間
関
係
を
持
ち
た
か
っ
た
の
で
、

い
ろ
い
ろ
な
交
流
会
を
催
し
た
。
だ
が
、

最
近
は
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
に
忙
し
い
学

生
が
多
く
な
り
、
そ
う
い
う
機
会
が
も

て
な
い
の
で
少
し
淋
し
い
気
が
す
る
。 

　
〝
花
は
な
ぜ
美
し
い
の
で
し
ょ
う
。

そ
れ
は
、
一
生
懸
命
に
咲
い
て
い
る
か

ら
な
の
で
す
〞。 

　
数
十
年
前
に
招

か
れ
た
結
婚
披
露

宴
の
祝
辞
の
ひ
と
つ
が
、
深
く
心
に
残

り
ま
し
た
。
そ
の
ひ
と
言
は
、
以
来
私

の
人
生
の
大
き
な
指
針
と
な
り
ま
し
た
。 

　
で
も
い
ま
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
私

の
新
し
い
人
生
は
、
第
二
の
人
生
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
が
志
し
歩
ん
で
き

た
道
は
、
私
の
最
後
の
時
ま
で
、
第
一

の
人
生
を
貫
き
通
す
た
だ
一
筋
の
道
な

の
で
す
。
そ
の
力
が
ま
だ
残
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
願
い
な
が
ら
、
そ
の
同
じ
道

を
こ
れ
か
ら
も
一
生
懸
命
に
歩
ん
で
い

こ
う
と
思
い

ま
す
。 

　
花
は
い
つ
ま
で
も
美
し
く
咲
く
こ
と

が
出
来
る
の
で
し
ょ
う
か
―
―
。 

　
今
日
こ
の
日
ま
で
、
私
に
く
だ
さ
い

ま
し
た
皆
様
の
ご
厚
情
に
心
か
ら
の
感

謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

惜
し
ま
れ
６
教
授
退
任 

水
谷
　
一
郎
教
授
 

　
　
　
　
　
　
　
（
作
曲
）
 

本
学
独
自
の
チ
ャ
イ
ム
制
作
 

本
岡
　
浩
子
教
授
 

　
　
　
　
　
　
（
音
楽
学
）
 

チ
ェ
ン
バ
ロ
作
り
音
に
感
激
 

柿
木
　
　
功
教
授
 

　
　
　
　
　
　
　
（
声
楽
）
 

学
生
の
個
性
生
か
し
て
指
導
 

布
埜
　
洋
子
教
授
 

　
　
　
　
　
　
　
（
声
楽
）
 

最
後
ま
で
第
一
の
人
生
貫
く
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大
阪
は
商
工
業
都
市
の
せ
い
か
、
こ

と
芸
術
に
関
し
て
は
「
も
う
ひ
と
つ
」

と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で

１
９
３
５
年
（
昭
和
１０
年
）、
大
阪
交

響
楽
協
会
が
大
阪
音
楽
学
校
校
長
の
永

井
幸
次
ら
を
顧
問
に
大
阪
交
響
楽
団
を

誕
生
さ
せ
ま
し
た
。
翌
３６
年
１１
月
１７
日

と
２２
日
、
京
都
大
学
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が

創
立
２０
周
年
を
記
念
し
京
都
、
大
阪
で

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
第
九
を
演
奏
。
こ

の
催
し
に
永
井
ら
は
全
面
協
力
、
東
京

の
独
壇
場
だ
っ
た
「
第
九
」
の
関
西
初

演
を
果
た
し
ま
し
た
。
（
文
中
敬
称
略
） 

　
大
阪
交
響
楽
協
会
は
３５
年
９
月
１５
日
、

同
市
東
区
味
原
町
の
大
阪
音
楽
学
校
で

大
阪
交
響
楽
団
の
発
会
式
を
開
き
ま
し

た
。
発
起
人
は
伊
達
三
郎
、
田
中
平
三

郎
、
朝
比
奈
隆
、
吉
村
一
夫
ら
大
阪
音

楽
学
校
の
教
員
や
関
係
者
を
は
じ
め
、

京
阪
神
の
音
楽
家
２１
人
。
顧
問
は
永
井

と
大
阪
市
音
楽
団
初
代
隊
長
の
林
亘
ら

３
人
で
、
指
揮
者
に
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・

メ
ッ
テ
ル
を
迎
え
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
だ

け
で
な
く
、
ピ
ア
ノ
、
声
楽
な
ど
を
含

め
て
年
３
回
の
定
期
演
奏
会
を
開
催
す

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。 

　
一
方
、
京
大
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
「
第

九
演
奏
会
」
に
つ
い
て
、
３６
年
７
月
１０

日
付
大
阪
毎
日
新
聞
。
「
演
奏
に
少
な

く
と
も
二
百
人
の
メ
ン
バ
ー
を
要
し
、

演
奏
技
巧
が
極
め
て
至
難
な
わ
が
國
で

は
ま
だ
數
え
る
ほ
ど
し
か
演
奏
さ
れ
て

い
な
い
樂
聖
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
不
朽

の
傑
作
、
第
九
交
響
曲
（
合
唱
付
）
を

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
も
コ
ー
ラ
ス
も
獨
唱
も

指
揮
も
全
部
關
西
人
の
手
で
や
っ
て
の

け
よ
う
と
い
う
痛
快
な
ニ
ュ
ー
ス
―
―
」 

　
い
ま
で
こ
そ
「
第
九
」
は
年

末
恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

当
時
は
「
特
記
す
べ
き
楽
壇
的

壮
挙
」
と
大
き
な
話
題
に
な
り

ま
し
た
。
「
関
西
で
や
ろ
う
」

と
い
う
話
は
、
朝
比
奈
が
所
属

し
て
い
た
京
大
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

か
ら
持
ち
込
ま
れ
ま
し
た
。
大

阪
音
楽
学
校
で
は
永
井
以
下
、

全
校
挙
げ
て
賛
同
。
合
唱
担
当

の
長
井
斉
・
大
阪
音
楽
学
校
教

授
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま

す
。
「
当
時
は
余
り
有
力
な
合

唱
団
も
な
か
っ
た
の
で
、
バ
ッ

ハ
の
ク
リ
ス
マ
ス
・
オ
ラ
ト
リ
オ
や
メ

ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
カ
ン
タ
ー
タ
を
歌

っ
た
経
験
の
あ
る
大
阪
コ
ー
ラ
ル
（
長

井
が
主
宰
）
が
大
阪
音
楽
学
校
合
唱
団

と
共
演
す
る
幸
運
と
光
栄
が
与
え
ら
れ

た
こ
と
で
し
た
」 

　
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
京
大
部
員
と
卒
業

生
ら
７０
人
で
、
大
阪
音
楽
学
校
教
授
の

田
中
が
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
を
務
め

ま
し
た
。
合
唱
は
大
阪
音
楽
学
校
の
生

徒
、
卒
業
生
と
大
阪
コ
ー
ラ
ル
の
１
５

０
人
が
担
当
、
合
唱
指
揮
は
長
井
。
独

唱
者
は
大
阪
音
楽
学
校
教
授
の
永
井
八

重
子
（
ソ
プ
ラ
ノ
）、
京
都
市
立
堀
川

高
等
女
学
校
（
現
在
は
京
都
市
立
堀
川

高
校
、
音
楽
課
程
は
同
市
立
京
都
堀
川

音
楽
高
校
）
教
諭
の
加
藤
榮
子
（
ア
ル

ト
）、
元
大
阪
音
楽
学
校
教
授
で
大
阪

府
立
女
子
専
門
学
校
（
現
府
立
大
学
）

教
授
の
水
野
康
孝
（
テ
ノ
ー
ル
）。
指

揮
は
メ
ッ
テ
ル
が
あ
た
り
ま
し
た
。 

　
初
演
は
京
都
市
中
京
区
河
原
町
通
の

京
都
宝
塚
劇
場
（
現
在
の
ミ
ー
ナ
京
都
）。

開
演
時
間
の
１９
時
３０
分
を
過
ぎ
て
も
入

り
口
の
扉
が
開
か
な
い
。
長
井
の
記
述

に
よ
る
と
、
「
何
し
ろ
憧
れ
の
第
九
関

西
初
演
と
あ
っ
て
、
前
評
判
は
爆
発
的

だ
っ
た
。
開
演
が
迫
っ
て
い
る
の
に
、

ス
テ
ー
ジ
で
は
ま
だ
猛
練
習
が
繰
り
返

さ
れ
て
い
た
の
で
、
会
場
前
の
広
場
は

詰
め
掛
け
た
聴
衆
で
埋
ま
り
、
市
電
は

そ
の
た
め
に
ス
ト
ッ
プ
。
来
場
の
某
宮

様
の
車
が
会
場
へ
横
付
け
出
来
ず
、
お

歩
か
せ
し
た
と
い
う
の
で
、
主
催
者
は

始
末
書
を
差
し
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
ま
で
伝
え

ら
れ
た
ほ
ど
の
騒
ぎ
だ
っ
た
」
。 

　
「
や
が
て
、
会
場
入
り
口
が
ひ
ら
か

れ
る
や
、
待
ち
か
ま
え
た
来
聴
者
は
、

い
っ
せ
い
に
殺
到
し
て
、
た
ち
ま
ち
会

場
は
文
字
通
り
立
錐
の
余
地
な
き
ま
で

に
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
大
阪
朝
日
会

館
（
第
二
夜
）
の
場
合
も
同
様
で
、
い

か
に
第
九
演
奏
へ
の
憧
れ
と
魅
力
の
強

烈
で
あ
っ
た
か
を
如
実
に
見
せ
つ
け
ら

れ
た
思
い
が
し
た
。
合
唱
部
が
全
曲
最

後
の
句
〝
星
空
の
彼
方
に
神
住
み
給
う
〞

（U
ber Sternen m

u
   er w

ohnen.

）

と
歌
い
終
わ
る
や
、
満
堂
を
揺
る
が
す

大
歓
声
が
巻
き
起
こ
り
、
演
奏
者
は
相

擁
し
て
歓
喜
と
興
奮
の
中
、
感
激
の
涙

に
咽
ん
だ
こ
と
で
あ
っ
た
」 

〈１７〉 

創
立
百
周
年
に
向
け
て 

大
阪
朝
日
会
館
で
催
さ
れ
た
大
阪
公
演（
１
９

３
６
年
１１
月
２２
日
） 

全
校
賛
同
し
合
唱
を
共
演 京都と大阪で聴衆殺到 

「第九」を関西初演 

β
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卓
越
し
た
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
伝
統
的
な

津
軽
三
味
線
の
演
奏
に
と
ど
ま
ら
ず
、

異
種
楽
器
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
新
た
な
邦
楽
の
可
能
性
を
追
求
す
る

木
乃
下
真
市
氏
が
、
特
別
講
義
を
行
い

ま
し
た
。 

　
津
軽
三
味
線
の
ル
ー
ツ
は
瞽
女
（
ご

ぜ
）
の
門
付
け
。
民
謡
の
伴
奏
か
ら
舞

台
で
の
曲
弾
き
へ
発
展
す
る
に
つ
れ
、

楽
器
や
演
奏
法
も
変
化
し
ま
し
た
。
従

来
の
「
弾
き
三
味
線
」
か
ら
、よ
り
舞
台

栄
え
の
す
る
大
き
な
音
量
を
求
め
て
「
叩

き
三
味
線
」
の
奏
法
が
生
ま
れ
、
棹
や

絃
は
太
く
、
左
手
が
自
由
に
動
く
よ

う
楽
器
を
立
て
て
構
え
、
速
弾
き
が

し
や
す
い
よ
う
駒
は
低
く
、
重
く
小

ぶ
り
の
撥
を
使
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
楽
譜
や
唱
歌
、
口
伝
に
頼
ら
ず
、

師
の
演
奏
を
耳
で
盗
み
、
即
興
性
を

通
じ
て
芸
を
磨
く
厳
し
い
世
界
で
す
。 

　
邦
楽
専
攻
生
と
の
質
疑
応
答
も
活

発
に
行
わ
れ
、
木
乃
下
氏
は
津
軽
三

つ
物
と
い
わ
れ
る
「
よ
さ
れ
節
」「
小
原

節
」「
じ
ょ
ん
が
ら
節
」
を
、
り
ん
と
冴

え
渡
る
音
色
、
湧
き
上
が
る
情
念
、
目

に
も
と
ま
ら
ぬ
速
さ
の
撥
さ
ば
き
で
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
演
奏
し
ま
し
た
。 

　
織
田
信
長
の
墓
が
あ
る
京
都
・
阿
弥

陀
寺
に
あ
で
や
か
な
天
井
絵
「
彩
華
来

迎
花
浄
土
之
図
」
を
描
き
、　
花
の
画

家
　
と
称
え
ら

れ
る
日
本
画
家
、

上
田
幸
子
さ
ん

が
、
本
学
に
自

作
２
点
を
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

１２
月
２０
日
、ザ
・

カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
２
階
ロ
ビ

ー
に
音
楽
を
テ
ー
マ
に
描
い
た
日
本
画

２
点
、「
奏
で
る
」
（
１
５
０
号
　
写
真
上
）

と
「
楽
」
（
１
０
０
号
　
写
真
下
）
が
展
示

さ
れ
、
当
日
体
調
を
崩
さ
れ
た
上
田
さ

ん
の
代
わ
り
に
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
を
訪
れ

た
娘
の
清
水
文
子
さ
ん
に
、
中
村
学
長

か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

　
「
奏
で
る
」
と
「
楽
」
は
、
上
田
さ

ん
が
京
都
の
鴨
川
の
ほ
と
り
を
散
歩
中
、

学
生
が
ベ
ン
チ
で
楽
器
を
練
習
し
て
い

る
姿
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
得
て
描
い
た
幻
想

的
な
作
品
。
画
中
の
金
箔
、

銀
箔
は
管
楽
器
の
響
き
や

リ
ズ
ム
、
リ
コ
ー
ダ
ー
を

奏
で
る
長
い
指
や
、
夢
み

る
よ
う
に
漂
う
妖
精
た
ち

に
は
、
天
に
昇
る
甘
美
な
音
楽
へ
の
憧

れ
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
コ

ン
サ
ー
ト
の
合
間
、
ぜ
ひ
２
階
ロ
ビ
ー

の
新
し
い
絵
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

　
地
域
ふ
れ
あ
い
１０
周
年
記
念
コ
ン
サ

ー
ト
が
１２
月
５
日
、
ザ
・
カ
レ
ッ
ジ
・

オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
で
開
か
れ
ま
し
た
。
豊

中
市
の
十
中
校
区
地
域
教
育
協
議
会
主

催
で
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と
大
阪
音
楽

大
学
が
、
音
楽
を
通
し
て
交
流
を
は
か

る
場
と
し
て
回
を
重
ね
、
今
年
１０
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
第
一
回
目
か
ら
企
画
、

運
営
の
両
面
で
中
心
と
な
り
、
大
学
と

地
域
の
橋
渡
し
に
尽
力
さ
れ
た
の
は
、

本
学
出
身
の
北
野
真
祐
美

さ
ん（
８２
年
大
卒
　
作
曲
）。

毎
回
地
域
の
み
な
さ
ん
の

声
に
耳
を
傾
け
、
趣
向
を

こ
ら
し
た
参
加
型
の
催
し

が
好
評
の
地
域
ふ
れ
あ
い

コ
ン
サ
ー
ト

を
、
成
功
に

導
い
た
名
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
で
す
。 

　
今
回
は
１０
周
年
を
記
念
し
て
特

別
に
、
淺
利
敬
一
郎
豊
中
市
長
が

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏
者
で
ゲ
ス
ト
出

演
。
第
一
部
『
十
中
吹
奏
楽
部
＆

大
阪
音
大

学
生
＆
豊

中
市
長 

夢

の
共
演
』 

で
、
豊
中

市
立
第
十

中
学
校
吹
奏
楽
部
や
、本
田
耕
一
本
学

教
授
指
揮
の
本
学
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
、「
大

き
な
古
時
計
」「
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
を
こ

わ
し
ち
ゃ
っ
た
」
を
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
部
は
豊
中
・

池
田
フ
ァ
ミ
リ

ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
『
子
ど
も
か
ら

大
人
の
為
の
《
ソ
ン
グ
＆
ダ
ン
ス
シ
ョ

ー
》
』。最
後
は
『
み
ん
な
で
歌
お
う
！
』

の
コ
ー
ナ
ー
。
舞
台
と
客
席
が
一
つ
に

な
り
、オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
に
元
気
い
っ
ぱ

い
の
歌
声
が
響
き
ま
し
た
。 

 

地
域
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

地
域
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
１０
周
年
周
年 

地
域
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

地
域
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
１０
周
年
周
年 

特別講義　邦楽 
津軽三味線 
木乃下真市 

１月１３日　Ｆ号館号館４３４教室教室 １月１３日　Ｆ号館４３４教室 

日
本
画
家
　上
田
幸
子
さ
ん
が
本
学
に
絵
画
寄
贈 

地
域
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
１０
周
年 

北
野
さ
ん
 
活
動
支
え
た
名
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
  

豊
中
市
長
も
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
で
参
加 
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大阪音楽大学・大阪音楽大学短期大学部 
第８回ザ・ストリング・コンサート 

３月９日（水）１８時　ザ・カレッジ・オペラハウス 
入場料　１０００円　自由席 

指揮　上塚憲一 
演奏　大阪音楽大学／短期大学部弦楽器専攻生 

　Ａ．ヴィヴァルディ：協奏曲集「調和の霊感」 

　　４つのヴァイオリンのための協奏曲　ロ短調　作品３－１０ 

　Ｗ．Ａ．モーツァルト：ディヴェルティメント　ニ長調　Ｋ．１３６（１２５ａ） 

　Ｊ．Ｓ．バッハ：３つのヴァイオリンのための協奏曲 

　　　　　　　　　　　　　　　ニ長調　ＢＷＶ１０６４Ｒ 

　Ｐ．Ｉ．チャイコフスキー：弦楽セレナード　ハ長調　作品４８ 

大阪音楽大学短期大学部 
第１６回吹奏楽演奏会 

３月６日（日）１４時　ザ・カレッジ・オペラハウス 
入場料　１０００円　自由席 
指揮　丸谷明夫　小野川昭博 
演奏　大阪音楽大学短期大学部吹奏楽団 
　酒井　格：Ｔｈｅ Ｓｅｖｅｎｔｈ Ｎｉｇｈｔ ｏｆ Ｊｕｌｙ（たなばた） 
　２０１１年度全日本吹奏楽コンクール課題曲より 
　Ｇ．ホルスト：吹奏楽のための第一組曲 
　Ａ．リード：アルメニアン・ダンス・パート１ 
　Ｆ．ティケリ：シェナンドーア 
　Ｎ．ヘス：イーストコーストの風景 

２０１０年度大阪音楽大学大学院１年　修士リサイタル 
ミレニアムホール　入場無料（要整理券） 

第一夜　２月２２日（火）１８時 
　音楽学研究室　奥坊由起子 
　作曲研究室　　杉本　悠　　　松本栄成 

第二夜　２月２８日（月）１８時 
　ピアノ研究室　 井上いづみ　　 福田容子 

第三夜　３月１日（火）１８時 
　ピアノ研究室　 田中奈都江　　 加門祐香里 

第四夜　３月４日（金）１８時 
　オペラ研究室　岩瀬昌弘（バリトン） 
　歌曲研究室　  辻村明香（ソプラノ） 
　管弦打研究室  飯田裕貴（ユーフォニウム） 

第五夜　３月８日（火）１８時 
　歌曲研究室　  樋川　綾（ソプラノ） 
　オペラ研究室　小林　峻（テノール）　南　美里（ソプラノ） 

第４２回　ミレニアムホール特別講座 
『クラリネット「解体新書」！』 

２月２６日（土）１４時　ミレニアムホール 
講師　日下部吉彦 
演奏　クラリネット　上田希　ピアノ　藤井快哉 
受講料　１０００円　＊事前の申し込みが必要です。 
＜申し込み・問い合わせ＞エクステンション・センター 
1０６-６３３４-２２５１　ＦＡＸ０６-６３３４-２５４２ 

大阪音楽大学２０１０年度卒業演奏会 
第一夜　３月１６日（水）１８時　ザ・カレッジ・オペラハウス 

入場無料（要整理券） 

第二夜　３月１７日（木）１８時　ザ・カレッジ・オペラハウス 
入場無料（要整理券） 

オルガン卒業演奏会 ３月１６日（水）１５時  K号館２０９  パイプオルガン室 
入場無料（自由入場） 

ザ・カレッジ・オペラハウス第２６回推薦コンサート 
１９世紀から現代へ 

～架け橋となった作曲家たち～ 
３月２２日（火）１９時　ザ・カレッジ・オペラハウス 
入場料　一般２０００円　シルバー・小・中・高校生１０００円 
自由席　＊幸楽会、付属音楽院会員はシルバー料金と同額とします。 
ソプラノ　三村浩美　南奈緒 
ピアノ・ソロ　森上芙美子　原真奈美 
バリトン　福嶋勲 
Ａ．シェーンベルク：３つのピアノ曲　作品１１ 
Ｆ．プーランク：歌劇「人間の声」 
Ｇ．Ｃ．メノッティ：歌劇「電話」　ピアノ伴奏　關口康祐 
Ｓ．バーバー：ピアノ・ソナタ　変ホ短調　作品２６ 
　　　　　　　　　　　　　　　監修／中村敬一 

◇大阪音楽大学主催演奏会のチケットは電話、Fax、はがきでコンサート・センターへお申し込みください。ホームページからもお申し込みいただけま
す。http://daion.ac.jp［大阪音楽大学コンサート・センター］〒５６１-８５５５　豊中市庄内幸町１-１-８　1０６-６３３４-２２４２　FAX０６-６３３４-２１６４ 

大阪音楽大学 
第４２回吹奏楽演奏会 

２月２７日（日）１４時　兵庫県立芸術文化センター KOBELCO大ホール 
入場料　1000円　指定席 
【チケット取扱い】 

　チケットぴあ　1０５７０-０２-９９９９　Ｐコード１２５-７０９ 

　大阪音楽大学コンサート・センター　1０６-６３３４-２２４２ 
指揮　丸谷明夫　北野徹　 
演奏　大阪音楽大学吹奏楽団 
　D.ショスタコヴィチ：祝典序曲 
　兼田　敏：日本民謡組曲「わらべ唄」 
　2011年度全日本吹奏楽コンクール課題曲より 
　P.A.グレインジャー：リンカンシャーの花束 
　高　昌帥：マインドスケープ　ウインドオーケストラのための 
　O.レスピーギ：交響詩「ローマの祭り」（森田一浩編曲） 

大阪音楽大学短期大学部 
２０１０年度卒業演奏会 

第一夜　３月１４日（月）１８時　ザ・カレッジ・オペラハウス 
　　　　　入場無料（要整理券） 

第二夜　３月１５日（火）１８時　ザ・カレッジ・オペラハウス 
　　　　　入場無料（要整理券） 

大阪音楽大学の催し 地
域
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
１０
周
年 

地
域
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
１０
周
年 

１月１３日　Ｆ号館４３４教室 
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「
歌
っ
て
、
踊
っ
て
、
ド
ラ
ム
で
ハ

ッ
ピ
ー
！
」
を
テ
ー
マ
に
在
校
生
と
卒

業
生
、
学
校
と
地
域
を
つ
な
ぐ
音
楽
活

動
を
続
け
る
豊
中
市
北
緑
丘
２
丁
目
、

大
阪
府
立
豊
中
支
援
学
校
「
Ｄ
・
Ｄ
・

Ｄ
・
ク
ラ
ブ
」。
そ
の
代
表
者
を
務
め

る
の
が
同
校
指
導
教
諭
の
園
田
葉
子
さ

ん
（
７８
年
大
卒
・
声
楽
）
で
す
。
昨
年

２
月
に
は
「
Ｄ
・
Ｄ
・
Ｄ
・
ク
ラ
ブ
」

の
活
動
に
対
し
て
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
教
育

財
団
か
ら
０９
年
度
「
こ
こ
ろ
を
育
む
総

合
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
全
国
運
動
で
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
大
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

　
園
田
さ
ん
は
本
学
卒
業
後
、
中
学
校

教
諭
に
な
り
、
１８
年
前
に
同
支
援
学
校

に
赴
任
し
ま
し
た
。
そ
し
て
９
年
前
、

当
時
の
高
等
部
３
年
生
が
、
卒
業
を
前

に
楽
し
く
過
ご
し
た
学
校
生
活
に
何
か

残
し
た
い
と
制
作
し
た
の
が
オ
リ
ジ
ナ

ル
ソ
ン
グ
「
♪
ラ
ッ
プ
ｄ
ｅ
と
よ
な
か
」。

作
曲
は
園
田
さ
ん
で
、
流
行
っ
て
い
た

ラ
ッ
プ
を
取
り
入
れ
、
学
校
の
１
日
の

流
れ
、
給
食
の
様
子
、
校
歌
、
仲
間
へ

の
思
い
を
歌
詞
に
詰
め
込
ん
で
完
成
さ

せ
ま
し
た
。
今
で
は
同
支
援
学
校
の
愛

唱
歌
と
し
て
、
音
楽
の
授
業
だ
け
で
は

な
く
学
校
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
で
定
番
の

１
曲
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
小
学
、

中
学
、
高
等
部
で
約
２
６
０
人
の
児
童
、

生
徒
が
在
籍
し
て
い
ま
す
が
、
み
ん
な

こ
の
曲
を
踊
る
こ
と
が
大
好
き
で
す
。 

　
「
Ｄ
・
Ｄ
・
Ｄ
・
ク
ラ
ブ
」（
ド
ラ

ム
、
大
好
き
、
大
集
合
）
の
結
成
は
３

年
前
。
同
校
高
等
部
で
は
数
年
前
か
ら

ド
ラ
ム
演
奏
が
生
徒
た
ち
の
人
気
を
集

め
て
い
ま
す
。
０７
年
は
プ
ロ
の
ド
ラ
マ

ー
に
来
て
も
ら
い
、
ド
ラ
ム
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。「
プ
ロ
と
の

出
会
い
が
生
徒
た
ち
の
意
欲
を
引
き
出

せ
た
か
け
が
え
の
な
い
チ
ャ
ン
ス
だ
っ

た
と
実
感
し
ま
し
た
」
と
園
田
さ
ん
。

本
年
度
は
１１
回
も
の
ド
ラ
ム
や
ダ
ン
ス

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。 

　
「
本
物
の
感
動
」
で
意
欲
を
引
き
出

さ
れ
た
生
徒
に
と
っ
て
、
次
に
必
要
だ

っ
た
も
の
は
「
分
か
り
や
す
い
教
材
」。

そ
こ
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）

を
使
っ
た
映
像
教
材
を
チ
ー
ム
で
開
発

し
、
で
き
上
が
っ
た
の
が
ド
ラ
ム
教
材

「
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ポ
チ
ポ
チ
版
」
で
す
。
こ
の

実
践
研
究
に
つ
い
て
は
、
０９
年
度
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
教
育
財
団
か
ら
の
助
成
を
受

け
て
取
り
組
み
、
成
果
を
あ
げ
て
い
ま

す
。
現
在
、
学
校
に
は
５
台
の
ド
ラ
ム

セ
ッ
ト
が
常
設
さ
れ
て
お
り
、「
ド
ラ

ム
を
叩
き
た
い
」
と
い
う
生
徒
た
ち
が

授
業
時
間
だ
け
で
は
な
く
お
昼
休
み
に

も
練
習
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
様

子
は
「
Ｄ
・
Ｄ
・
Ｄ
・
ク
ラ
ブ
」
の
活

動
と
し
て
、
昨
年
９
月
に
豊
中
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
で
一
週
間
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
園
田
さ
ん
は
、
「
映
像
教
材
を
活

用
し
た
音
楽
活
動
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

府
教
育
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
研
修
会

な
ど
で
講
師
も
務
め
て
い
ま
す
。 

　
同
支
援
学
校
高
等
部
で
は
「
い
ざ
、

ス
テ
ー
ジ
へ
」
を
合
言
葉
に
、
ド
ラ
ム

を
軸
と
し
た
い
ろ
い
ろ
な
舞
台
発
表
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
障
が
い
の

あ
る
人
の
自
立
支
援
を
進
め
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
さ
れ
る
豊
中
の
「
素
の
ま

ま
フ
ェ
ス
タ
」
も
そ
の
一
つ
。
今
年
も

３
月
５
日
に
豊
中
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

で
予
定
さ
れ
、
在
校
生
や
卒
業
生
ら
は

「
い
っ
し
ょ
に
歌
っ
て
踊
っ
て
ド
ラ
ム

で
盛
り
上
が
り
ま
し
ょ
う
」
と
今
か
ら

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

 

本
学
講
師
に
よ
る
邦
楽
の
出
張
授
業

「
箏
曲
へ
の
誘
い
」
が
１２
月
１４
日
、
大

阪
府
立
藤
井
寺
支
援
学
校
（
杉
野
美
智

子
校
長
、
藤
井
寺
市
川
北
２
丁
目
）
で

あ
り
ま
し
た
。
高
等
部
１
‐
３
年
生
約

５０
人
を
前
に
、
演
奏
し
た
の
は
片
岡
リ

サ
（
箏
）、
小
牧
万
須
美
（
三
絃
）、
星

田
一
山
（
尺
八
）
の
３
講
師
。
支
援
学

校
で
の
出
張
授
業
は
初
め
て
で
す
。 

　
邦
楽
を
聴
く
機
会
が
少
な
い
生
徒
た

ち
の
前
で
演
奏
し
、
実
際
に
和
楽
器
に

触
っ
て
も
ら
お
う
と
企
画
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
箏
コ
ー
ナ
ー
で
は
片
岡
講
師
が

「
六
段
の
調
」よ
り
初
段
と
、宮
城
道
雄

作
曲
の
「
汽
車
ご
っ
こ
」「
せ
き
れ
い
」

を
披
露
。
三
絃
コ
ー
ナ
ー
は
小
牧
講
師

が
地
歌
の
「
八
千
代
獅
子
」
を
、
尺
八

コ
ー
ナ
ー
で
は
星
田
講
師
が
本
曲
の
「
木

枯
」
を
そ
れ
ぞ
れ
演
奏
し
ま
し
た
。 

　
箏
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
３
人
の
生

徒
が
片
岡
講
師
の
指
導
で
「
さ
く
ら
　

さ
く
ら
」
を
弾
き
、
最
後
に
み
ん
な
で

「
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
」
を
合
唱
し
ま
し
た
。 

〈参考〉「D.D.D・クラブ」ブログ　タイムリーな情報をお届けします。「♪ラップdeとよなか」や「ポチポチ版」はYouTubeでもご覧になれます。http://web.me.com/masaso/dddclub/

D.D.D.クラブのドラムライブ。４２人の
在校生と卒業生がドラム演奏を披露（右
が園田指導教諭（２０１０年７月、PTA主
催の夏祭り） 

府立豊中支援学校Ｄ.Ｄ.Ｄ.クラブ 

音
楽
活
動
つ
な
ぐ
地
域
・
卒
業
生

音
楽
活
動
つ
な
ぐ
地
域
・
卒
業
生 
音
楽
活
動
つ
な
ぐ
地
域
・
卒
業
生

音
楽
活
動
つ
な
ぐ
地
域
・
卒
業
生 
音
楽
活
動
つ
な
ぐ
地
域
・
卒
業
生 

園
田
先
生（
　
）指
導
　大
賞
も
受
賞 
７８
年 

大
卒 

出張授業 箏曲への誘い 
府立藤井寺支援学校で 
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「
も
う
少
し
の
辛
抱
や
。
頑
張
る
ん

や
で
」
。
瓦
礫
の
下
敷
き
に
な
っ
て
い

る
息
子
を
助
け
出
そ
う
と
、
お
父
さ
ん

と
お
母
さ
ん
が
力
の
限
り
を
尽
く
し
ま

す
。
し
か
し
瓦
礫
は
び

く
と
も
し
ま
せ
ん
。
や

が
て
、
あ
ち
こ
ち
で
火

災
が
発
生
。
火
は
容
赦

な
く
３
人
に
迫
っ
て
き

ま
す
。 

 

「
ご
め
ん
な
、
火
が

来
た
か
ら
逃
げ
る
わ
な
。

ほ
ん
ま
に
、
ご
め
ん
や
で
」 

　
ま
だ
あ
ど
け
な
さ
が
残
る
少
年
は
、

こ
の
と
き
中
学
３
年
生
。
お
父
さ
ん
と

お
母
さ
ん
の
言
葉
に
何
と
答
え
た
と
思

い
ま
す
か
。 

 

「
み
ん
な
に
会
え
て
よ
か
っ
た
わ
。

み
ん
な
の
声
聞
け
て
よ
か
っ
た
わ
」 

彼
は
、
そ
う
言
っ
て
炎
の
中
に
消
え
て

い
っ
た
そ
う
で
す
。 ♪ 

　
阪
神
大
震
災
か
ら
１６
年
。
自
ら
も
１５

歳
の
甥
と
１２
歳
の
姪
を
亡
く
し
た
本
学

講
師
の
テ
ノ
ー
ル
歌
手
、
西
垣
俊
朗
さ

ん
は
今
も
震
災
の
語
り
部
と
し
て
こ
の

少
年
の
話
を
語
り
続
け
て
い
ま
す
。 

　
昨
年
１２
月
２４
日
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
。

西
垣
さ
ん
は
大
阪
府
東
大
阪
市
の
長
堂

小
学
校
（
中
山
右
校
長
）
に
い
ま
し
た
。

妻
で
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
千
賀
子
さ
ん
、

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
木
田
雅
子
さ
ん
（
本
学

講
師
）
、
オ
ー
ボ
エ
大
島
弥
州
夫
さ
ん

（
演
奏
員
）
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
藤
江
圭
子

さ
ん
（
武
庫
川
女
子
大
）
も
一
緒
で
す
。 

５
人
は
体
育
館
に
集
ま
っ
た
３
４
９
人

の
児
童
た

ち
に
「
サ

ン
タ
が
町

に
や
っ
て

く
る
」「
ね

こ
の
二
重

唱
」「
千

の
風
に
な

っ
て
」
な

ど
の
歌
を

プ
レ
ゼ
ン

ト
。
演
奏
の
合
間
に
西
垣
さ
ん
は
あ
の

少
年
の
こ
と
を
紹
介
し
、
「
こ
こ
に
い

る
み
ん
な
が
、
こ
の
お
兄
さ
ん
の
よ
う

に
他
人
を
思
い
や
る
優
し
い
人
に
育
っ

て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と

語
り
か
け
ま
す
。
目
を
真
っ
赤
に
腫
ら

す
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
し
た
。 

　
阪
神
大
震
災
で
は
６
０
０
０
人
以
上

の
人
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
「
私
た
ち

に
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
。

西
垣
さ
ん
夫
妻
が
た
ど
り
つ
い
た
の
は

音
楽
を
通
し
て
こ
の
震
災
を
語
り
継
ぐ

震
災
語
り
部
コ
ン
サ
ー
ト
で
し
た
。 

  

　
初
め
て
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
地
震
発
生

か
ら
１
カ
月
後
。
神
戸
市
長
田
区
の
Ｊ

Ｒ
高
架
下
に
あ
る
倉
庫
の
中
で
し
た
。

伴
奏
は
倒
壊
し
た
民
家
か
ら
運
び
出
さ

れ
た
傷
だ
ら
け
の
ピ
ア
ノ
。
そ
れ
で
も

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
約
５０
人
が

集
ま
り
、
２
人
の
歌
に
耳
を
傾
け
て
く

れ
ま
し
た
。
「
生
き
て
い
く
勇
気
と
元

気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
」
と
主
婦
た
ち
。 

　
０５
年
に
は
神
戸
の
復
興
を
た
た
え
る

応
援
歌
「
神
戸
、
わ
が
夢
の
ま
ち
」
が

完
成
。
こ
れ
ま
で
に
訪
れ
た
会
場
は
兵

庫
、
大
阪
の
小
、
中
学
校
、
公
民
館
な

ど
４０
近
く
に
上
っ
て
い
ま
す
。 

　「
い
つ
来
る
か
わ
か
ら
な
い
震
災
、

そ
し
て
薄
ら
い
で
い
く
記
憶
。
こ
れ
か

ら
も
音
楽
を
通
し
て
心
に
残
る
一
頁
を

綴
っ
て
い
き
た
い
」
と
西
垣
さ
ん
。 

４０
会
場
で
コ
ン
サ
ー
ト 

　
阪
神
大
震
災
で
亡
く
な
っ
た
人
た
ち

の
鎮
魂
と
街
の
復
興
を
願
い
、
毎
年
１２

月
に
行
わ
れ
て
い
る
「
神
戸
ル
ミ
ナ
リ

エ
」
。
１６
回
目
の
昨
年
は
本
学
と
神
戸

芸
術
工
科
大
学
な
ど
の
学
生
が
連
携
し
、

震
災
の
記
憶
を
次
の
世
代
へ
語
り
継
ぐ

た
め
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。 

学
生
有
志
３３
人

に
よ
る
「O

M
S 

B
I

合
唱
団
」
は

里
井
宏
次
教
授

の
指
揮
で
歌
声

を
披
露
、
１９
の

演
奏
グ
ル
ー
プ

計
６１
人
も
ク
ラ

シ
ッ
ク
な
ど
を

演
奏
し
、
「
震

災
の
語
り
部
」
の
人
た
ち
と
共
演
し
ま

し
た
。 

　
期
間
中
は
さ
く
ら
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ

ー
管
弦
楽
団
で
指
揮
者
を
勤
め
る
末
岡

修
一
郎
さ
ん
（
０９
年
大
卒･

作
曲
）
、

ピ
ア
ニ
ス
ト
福
田
正
人
さ
ん
（
０９
年
短

卒･
ピ
ア
ノ
）
ら
卒
業
生
も
応
援
に
駆

け
つ
け
、
演
奏
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

合
唱
に
参
加
し
た
鹿
岡
晃
紀
さ
ん
（
大

１
・
声
楽
）
は
「
追
悼
演
奏
を
通
じ
て
、

改
め
て
命
の
尊
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

音
楽
活
動
つ
な
ぐ
地
域
・
卒
業
生 

音
楽
活
動
つ
な
ぐ
地
域
・
卒
業
生 

迫
る
炎
「
み
ん
な
に
会
え
て
よ
か
っ
た
わ
」 

西垣講師夫妻 
震災語り部１６年 

学
生
ら
ル
ミ
ナ
リ
エ
応
援 
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第
一
部
は
演
奏
者
が
編
曲
。
Ｐ
・
デ
ュ

カ
ス
の
交
響
詩
「
魔
法
使
い
の
弟
子
」
や

中
・
高
年
の
人
た
ち
に
と
っ
て
懐
か
し
い

Ｐ
・
プ
ラ
ー
ド
の
「M

A
N
B
O
 
N
o.5

」

な
ど
を
演
奏
。
ま
た
、
今
井
麻
友
美
さ
ん

は
自
作
の
「E

S
C
A
P
E
!!

」
を
披
露
し
ま

し
た
。 

　
第
二
部
で
は
、
演
奏
者
全
員
で
編
曲
し

た
と
い
う
Ｓ
・
ネ
ス
テ
ィ
コ
の
「N

IG
H
T
 

F
L
IG
H
T

」
を
弾
き
終
わ
っ
た
後
、
司
会

者
が
「
花
火
を
し
た
り
、
け
ん
か
し
た
り

し
な
が
ら
練
習
に
励
ん
で
き
ま
し
た
」
と

演
奏
会
ま
で
の
内
幕
を
紹
介
。
フ
ィ
ナ
ー

レ
に
は
森
本
友
紀
講
師
編
曲
・
指
揮
で
Ｇ
・

ガ
ー
シ
ュ
イ
ン
の「R

hapsody in blue

」

を
７
人
が
挑
み
ま
し
た
。 

　
「
若
者
に
ジ
ャ
ズ
の
魂
伝
え
た
い
」
と

２
０
０
０
年
４
月
、
本
学
ジ
ャ
ズ
・
コ
ー

ス
初
の
教
授
に
就
任
さ
れ
た
世
界
的
な
ジ

ャ
ズ
・
ト
ラ
ン
ペ
ッ
タ
ー
、
日
野
皓
正
氏
。

以
来
１１
年
間
、
学
生
の
指
導
に
情
熱
を
傾

け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
が
今
年
３
月
退
任
さ

れ
る
に
あ
た
り
、
退
任
記
念
演
奏
が
、
１２

月
１５
日
、
学
生
サ
ロ
ン
「
ぱ
う
ぜ
」
で
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
会
場
に

は
日
野
教

授
を
慕
う

教
え
子
や

ジ
ャ
ズ
・

フ
ァ
ン
が

つ
め
か
け
、

な
ご
や
か

な
雰
囲
気

の
な
か
、

現
在
プ
ロ
と
し
て
活
躍
す
る
卒
業
生
や
、

在
学
生
、
宗
清
洋
元
講
師
や
、
木
村
知
之
、

東
敏
之
、
石
井
彰
講
師
ら
教
員
が
、
日
野

教
授
と
、
チ
ャ
ー
リ
ー
・
パ
ー
カ
ー
や
セ

ロ
ニ
ア
ス
・
モ
ン
ク
ら
の
ジ
ャ
ズ
・
ナ
ン

バ
ー
を
セ
ッ
シ
ョ
ン
。
ア
ド
リ
ブ
ソ
ロ
で

日
野
教
授
の
灼
熱
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
が
響

く
と
、
一
段
と
大
き
な
拍
手
が
わ
き
あ
が

り
ま
し
た
。
一
緒
に
演
奏
し
た
学
生
や
卒

業
生
一
人
ひ

と
り
に
声
を

か
け
、
ジ
ャ
ズ
・
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
大

き
く
成
長
し
た
姿
に
「
い
つ
の
間
に
こ
ん

な
に
う
ま
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
の
」
と
笑
顔

が
ほ
こ
ろ
ぶ
日
野
教
授
。
最
後
に
こ
ん
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
大

事
な
の
は
卒
業
し
た
後
。
さ
む
ら
い
の
武

者
修
行
み
た
い
に
、
ど
こ
で
も
い
い
か
ら

出
て
行
っ
て
、
演
奏
の
場
数
を
踏
む
。
一

音
に
命
を
は
っ
て
、
音
楽
の
道
場
破
り
を

す
る
こ
と
だ
ね
」 

音
楽
の
道
場
破
り
を
 

日野皓正教授さようならライヴ 

コンサート 

コンサート 

ドラマシティ 
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ピ
ア
ノ
三
重
奏
と
ピ
ア
ノ
四
重
奏
。
同
じ
室

内
楽
で
も
、両
者
は
異
な
る
味
わ
い
を
持
っ
て
い

ま
す
。
結
成
１３
年
を
迎
え
る
松
村
則
子
＆
八

軒
康
浩
弦
楽
四
重
奏
団（
ピ
ア
ノ
　
松
村
則

子
　
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
　
八
軒
康
浩
本
学
講
師

　
ヴ
ィ
オ
ラ
　
辻
田
結
城
彦
　
チ
ェ
ロ
　
高
瀬

恵
理
也
）の
み
な
さ
ん
が
、Ｐ
・
Ｉ
・
チ
ャ
イ

コ
フ
ス
キ
ー
の
ピ
ア
ノ
三
重
奏
曲
　
イ
短

調
　
作
品
５０
「
偉
大
な
芸
術
家
の
思
い

出
に
」
と
、Ｊ
・
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
ピ
ア
ノ
四
重

奏
曲
　
第
１
番
　
ト
短
調
　
作
品
２５
を

演
奏
。
死
者
を
悼
み
、懐
か
し
む
感
情
が

哀
切
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
ほ
と
ば
し
り
、ソ
リ

ス
テ
ィ
ッ
ク
な
技
が
際
立
つ
チ
ャ
イ
コ
フ
ス

キ
ー
、一
方
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
豊
か
さ
、緻
密

さ
が
知
的
な
楽
し
み
を
誘
う
ブ
ラ
ー
ム
ス
。

艶
や
か
に
熟
成
さ
れ
た
響
き
で
、両
者
の

魅
力
を
堪
能
さ
せ
る
演
奏
会
で
し
た
。 

　
八
軒
講
師
　
今
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
２

曲
と
も
が
メ
ー
ン
の
大
曲
。ト
リ
オ
と
ク
ァ

ル
テ
ッ
ト
で
は
世
界
が
全
然
違

い
ま
す
。チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の

ト
リ
オ
は
、そ
れ
ぞ
れ
が
ソ
ロ
の
ぶ
つ
か
り

合
い
、ブ
ラ
ー
ム
ス
の
ク
ァ
ル
テ
ッ
ト
は
よ
り

室
内
楽
的
表
現
を
重
視
し
、ブ
ラ
ー
ム
ス

独
特
の
響
き
を
追
求
し
ま
し
た
。 

　
大
阪
市
北
区
の
梅
田
芸
術
劇
場
シ
ア

タ
ー
・
ド
ラ
マ
シ
テ
ィ
は
、
設
立
１９
年

に
な
る
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
コ
ー
ス
が
初
め

て
公
演
す
る
ホ
ー
ル
で
す
。 

　
第
一
部
は
カ
ナ
ダ
・
カ
ル
ガ
リ
ー
冬

季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
た
め
に
作
曲
さ
れ
た

「W
in
ter 

G
am
es

」
で
幕
開
け
。
昨

年
の
グ
ラ
ミ
ー
賞
「
最
優
秀
ア
ル
バ
ム

賞
」
を
含
む
４
部
門
で
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ

れ
た
「T

een
ag
e 
D
ream

」
な
ど
を

演
奏
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
専
攻
科
修
了
コ
ン
サ
ー
ト
や
、

塩
谷
信
廣
教
授
が
「
欲
張
っ
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
と
言
う
通
り
、
卒
業
生
の
「
ひ

マ
ワ
リ
」
（
西
山
文
子
さ
ん
）
も
自
作

の
「
傘
の
中
の
青
空
」
な
ど
を
紹
介
し

ま
し
た
。 

　
第
二
部
で
は
米
国
の
映
画
「S

ex
 

A
nd T

he C
ity  

」
の
テ
ー
マ
曲
「M

ovie 

T
h
em
e

」
な
ど
を
演
奏
。
最
後
は
韓

国
か
ら
の
留
学
生
サ
ム
エ
ル
（
康
基
勳

さ
ん
）
が
、
米
国
の
公
民
権
運
動
の
指

導
者
、
キ
ン
グ
牧
師
の
ス
ピ
ー
チ
「I 

H
ave A

 D
ream

」
を
歌
詞
に
し
た
自

身
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
「F

ree A
t L
ast

」

を
熱
唱
し
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。 

Ⅱ
 

第２５回 推薦コンサート 

八軒康浩とその仲間たち 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
妙
た
っ
ぷ
り
 

ポピュラーコース・コ

電子オルガンコース・コ

１月２９日　梅田芸術劇場シアター・
 

１月９日　ザ・カレッジ・オペラハウス 
 

１月１６日　ザ・カレッジ・オペラハウス 
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オ
ペ
ラ
物
知
り
講
座
「
裏
方
さ
ん
シ
リ
ー
ズ
」
の
４
回
目
は
指
揮
者

の
仕
事
。
関
西
圏
で
最
も
た
く
さ
ん
の
オ
ペ
ラ
を
振
っ
て
い
る
マ
エ
ス

ト
ロ
牧
村
邦
彦
さ
ん
の
登
場
で
す
。
マ
エ
ス
ト
ロ
は
表
の
仕
事
と
思
わ

れ
が
ち
で
す
が
、
実
は
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
オ
ペ
ラ
の
音
楽
作
り
に
汗

を
流
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
講
座
の
後
半
に
は
大
学
院
生
に
実
際
に
稽

古
を
付
け
て
も
ら
い
な
が
ら
、
マ
エ
ス
ト
ロ
の
舞
台
裏
の
秘
密
を
明
か

し
ま
す
。
ゲ
ス
ト
歌
手
は
牧
村
さ
ん
と
の
共
演
が
多
く
、
今
一
番
脂
が

乗
っ
て
い
る
ソ
プ
ラ
ノ
の
平
野
雅
世
さ
ん
で
す
。 

　
―
牧
村
さ
ん
は
指
揮
者
の
仕
事
だ
け

で
は
な
く
、
オ
ペ
ラ
上
演
の
企
画
面
で

も
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
３
月
に

川
西
市
の
み
つ
な
か
ホ
ー
ル
で
上
演
さ

れ
た
歌
劇
「
ア
イ
ー
ダ
」
は
好
評
で
し

た
。
５
０
０
席
に
満
た
な
い
小
さ
な
ホ

ー
ル
。
苦
労
さ
れ
た
で
し
ょ
う
。 

　
「
普
通
は
９０
人
ほ
ど
の
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
が
必
要
で
す
が
、
ピ
ッ
ト
に
は
３０
人

ち
ょ
っ
と
し
か
入
ら
な
い
。
小
さ
な
劇

場
用
に
編
曲
し
直
し
た
り
し
て
。
合
唱

団
も
通
常
の
半
分
で
５０
人
ぐ
ら
い
」 

　
―
ア
イ
ー
ダ
の
魅
力
は
兵
士
や
合
唱

団
が
溢
れ
出
る
よ
う
に
出
て
く
る
と
こ

ろ
に
あ
り
ま
す
が
、
一
番
お
い
し
い
と

こ
ろ
は
実
は
ソ
リ
ス
ト
の
歌
で
す
よ
ね
。 

　
「
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
。
オ
ペ
ラ

だ
か
ら
と
い
っ
て
何
も
大
き
な
劇
場
の

必
要
も
な
い
し
歌
い
手
が
二
人
、
あ
る

い
は
三
人
い
れ
ば
十
分
オ
ペ
ラ
を
楽
し

め
る
ん
で
す
。
実
は
一
月
に
こ
の
『
ア

イ
ー
ダ
』
の
公
演
で
み
つ
な
か
ホ
ー
ル

が
第
３１
回
音
楽
ク
リ
テ
ィ
ッ
ク
・
ク
ラ

ブ
賞
奨
励
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
」 

《
牧
村
さ
ん
の
指
揮
で
演
奏
は
ザ
・
カ

レ
ッ
ジ
・
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
管
弦
楽
団
。

ア
イ
ー
ダ
役
の
平
野
さ
ん
、
ラ
ダ
メ
ス

の
小
餅
谷
哲
男
さ
ん
ら
主
役
級
４
人
は

大
音
卒
業
生
。「
小
ぶ
り
な
ホ
ー
ル
の

特
徴
を
生
か
し
、
主
役
４
人
の
歌
の
饗

宴
に
加
え
て
、

ホ
ー
ル
の
上
演

形
態
に
新
た
な

可
能
性
を
切
り

開
い
た
」
と
い

う
の
が
受
賞
理

由
》 

―
バ
ブ
ル
が
は

じ
け
オ
ペ
ラ
の

世
界
も
経
済
的

に
居
心
地
の
悪

い
時
代
を
迎
え
ま
し
た
が
。 

　
「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
会
な
ら
オ

ケ
が
い
て
指
揮
者
が
い
れ
ば
、
楽
譜
の

再
現
は
で
き
る
ん
で
す
が
、
オ
ペ
ラ
は

違
い
ま
す
。
演
出
家
も
指
揮
者
も
お
金

を
使
っ
て
大
き
な
こ
と
を
ど
ー
ん
と
や

れ
た
の
は
昔
の
こ
と
。
こ
れ
か
ら
は
頭

を
使
っ
て
い
い
作
品
を
残
し
て
い
か
な

く
て
は
、
オ
ペ
ラ
は
生
き
残
れ
ま
せ
ん
」 

　
―
み
つ
な
か
ホ
ー
ル
が
そ
の
い
い
例
。

作
曲
家
が
望
ん
だ
大
き
な
公
演
の
ほ
か

に
、
身
の
丈
に
合
っ
た
公
演
が
あ
っ
て

い
い
ん
で
す
よ
ね
。
み
つ
な
か
ホ
ー
ル

の
活
動
は
日
本
オ
ペ
ラ
の
サ
ゼ
ス
チ
ョ

ン
に
な
る
の
か
な
、と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
「
地
方
に
行
く
と
オ
ペ
ラ
を
観
た
こ

と
が
な
い
人
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
オ
ペ

ラ
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
こ
れ
か
ら
も
様
々
な
方
法
で
オ
ペ
ラ

を
発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」 

♪ 

　
ト
ー
ク
の
合
間
に
平
野
さ
ん
が
『
ア

イ
ー
ダ
』
の
ア
リ
ア
「
勝
ち
て
帰
れ
」、

『
椿
姫
』
の
「
そ
は
か
の
人
か
」
〜
「
花

か
ら
花
へ
」
「
さ
よ
う
な
ら 

過
ぎ
し

日
よ
」
を
歌
い
ま
す
。
ピ
ア
ノ
は
岡
本

佐
紀
子
さ
ん
。
し
っ
か
り
と
し
た
強
い

ソ
プ
ラ
ノ
が
会
場
に
響
き
ま
す
。 

　
後
半
は
大
学
院
２
年
生
の
川
口
り
な

さ
ん（
ソ
プ
ラ
ノ
）、
１
年
生
の
南
美
里

さ
ん（
同
）、
小
林
峻
さ
ん（
テ
ノ
ー
ル
）、

岩
瀬
昌
弘
さ
ん（
バ
リ
ト
ン
）が
ス
テ
ー

ジ
に
登
場
。
「
椿
姫
」
の
第
１
、
第
２

幕
を
牧
村
さ
ん
に
診
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

　
「
こ
こ
は
も
っ
と
高
揚
す
る
様
子
を

歌
わ
な
い
と
。
シ
ン
プ
ル
過
ぎ
ま
す
」

「
青
年
が
ど
き
ど
き
し
な
が
ら
告
白
す

る
よ
う
な
感
じ
で
。
も
っ
と
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
を
付
け
て
」。
時
に
は
声
を
大
き

く
、
そ
し
て
優
し
く
。 

　
講
座
の
最
後
は
「
蝶
々
夫
人
」
の
「
あ

る
晴
れ
た
日
に
」。
平
野
さ
ん
の
熱
唱

に
大
き
な
拍
手
が
続
き
ま
す
。 

お金より頭使う時代 

９１年から１３年間、大阪シンフォニカー交響楽団
指揮者を務め、数百回の演奏会に出演。自らの
企画構成によるオペラ上演にも情熱を注ぎ、９９
年２月「蝶々夫人」のミラノ初演版を関西で初演、
翌年１１月に改訂再演し大阪文化祭賞本賞を受賞。
９４年から９９年にはザ・カレッジ・オペラハウスの
専任合唱指揮者として「金閣寺」など数々の公
演をサポート。現在、関西歌劇団専任指揮者、オ
ペラハウス管弦楽団正指揮者。本学大学院講師。 

牧村邦彦さんのプロフィル 

第６期 オペラ物知物知り講座講座 オペラ物知り講座 

牧
村 

邦
彦
さ
ん 

指
揮
者
の
仕
事
 

お話　中村敬一講師 

１２月１１日  ミレニアムホール 
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雪
の
降
り
し
き
る
１２
月
３１
日
、
京
都
・

南
座
で
、
国
際
的
に
活
躍
す
る
指
揮
者
、

西
本
智
実
さ
ん
（
９４
年
大
卒
　
作
曲
）

と
、
ザ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス

管
弦
楽
団
が
共
演
す
る
粋
な
コ
ン
サ
ー

ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。
歌
舞
伎
の
殿
堂
、

和
の
空
間
に
ク
ラ
シ
ッ

ク
音
楽
が
満
ち
る
「
西

本
智
実
in
南
座
　
ジ
ル

ベ
ス
タ
ー
・
コ
ン
サ
ー

ト
大
晦
日
大
演
奏
会
」
。

ド
ヴ
ォ
ル
ジ
ャ
ー
ク
の
「
新
世
界
よ
り
」

や
、
コ
シ
ノ
ヒ
ロ
コ
さ
ん
デ
ザ
イ
ン
の

振
袖
を
着
た
歌
手
と
共
に

オ
ペ
ラ
「
蝶
々
夫
人
」
の

ア
リ
ア
や
二
重
唱
を
演
奏

（
ス
ズ
キ
は
児
玉
祐
子
さ

ん
）。
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は

劇
場
の
扉
を
開
け
放
ち
、

管
弦
楽
団
の
朗
ら
か
な
行

進
曲
が
四
条
通
り
に
響
き

ま
し
た
。 

　
今
回
は
チ
ェ
リ
ス
ト
上
塚
憲
一
准
教

授
、
リ
ュ
ー
ト
奏
者
・
高
本
一
郎
さ
ん

（
付
属
音
楽
院
講
師
）
の
演
奏
を
交
え

な
が
ら
、
チ
ェ
ロ
誕
生
の
歴
史
に
迫
り

ま
す
。 

　
チ
ェ
ロ
が
独
奏
楽
器
と
し
て
世
の
中

に
出
た
最
初
の
曲
は
Ｄ
・
ガ
ブ
リ
エ
リ

の
「
チ
ェ
ロ
と
通
奏
低
音
の
為
の
ソ
ナ

タ
」
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
れ
ま
で
の

チ
ェ
ロ
は
通
奏
低
音
と
い
っ
て
低
音
の

パ
ー
ト
を
、
そ
れ
も
補
足
的
に
受
け
持

ち
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
脇
役
で
し
か

な
か
っ
た
の
が
、
こ
の
曲
の
お
陰
で
独

奏
楽
器
と
し
て
主
役
に
踊
り
出
ま
し
た
。

１７
世
紀
の
こ
ろ
の
話
で
す
。 

　
Ａ
・
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
も
ま
た
「
チ

ェ
ロ
と
通
奏
低
音
の
為
の
ソ
ナ
タ
」
と

い
う
曲
を
書
い
て
い
ま
す
。
ガ
ブ
リ
エ

リ
は
チ
ェ
リ
ス
ト
、
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ

は
チ
ェ
ロ
奏
者
で
は
な
く
作
曲
家
。
作

曲
家
が
チ
ェ
ロ
の
曲
を
書
く
よ
う
に
な

っ
た
の
は
チ
ェ
ロ
が
ソ
ロ
楽
器
と
し
て

の
地
位
を
確
立
し
た
か
ら
で
は
な
い
か
。 

　
チ
ェ
ロ
の
地
位
を
さ
ら
に
持
ち
上
げ

た
の
は
Ｊ
・
Ｓ
・
バ
ッ
ハ
。
６
曲
の
「
無

伴
奏
チ
ェ
ロ
組
曲
」
を
書
い
て
い
ま
す

が
、
意
外
な
こ
と
に
１
８
０
年
間
埋
も

れ
た
ま
ま
で
音
楽
史
の
中
に
登
場
し
な

か
っ
た
ん
で
す
ね
。
こ
の
曲
の
価
値
を

再
発
見
し
、
広
く
世
の
中
に
紹
介
し
た

の
が
ス
ペ
イ
ン
出
身
の
チ
ェ
リ
ス
ト
、

パ
ブ
ロ
・
カ
ザ
ル
ス
（
１
８
７
６
‐
１

９
７
３
年
）
で
し
た
。
　 

　
彼
は
大
変
な
平
和
主
義
者
。
９４
才
の

と
き
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
で

「
鳥
の
歌
」
を
チ
ェ
ロ
演
奏
し
「
私
の

生
ま
れ
故
郷
カ
タ
ロ
ニ
ア
の
鳥
は
ピ
ー

ス
、
ピ
ー
ス
と
鳴
く
の
で
す
」
と
い
っ

た
こ
と
で
も
有
名
で
す
が
、
バ
ッ
ハ
を

再
発
見
し
チ
ェ
ロ
を
表
舞
台
に
出
し
た

こ
と
は
音
楽
史
に
と
っ
て
大
き
な
功
績

だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。 

♪ 

　
上
塚
准
教
授
と
高
本
さ
ん
は
、
バ
ロ

ッ
ク･

チ
ェ
ロ
と
エ
ン
ド
ピ
ン
が
つ
い

て
い
る
モ
ダ
ン･

チ
ェ
ロ
。
さ
ら
に
チ

ェ
ロ
よ
り
も
ず
っ
と
古
く
、
古
代
エ
ジ

プ
ト
の
絵
画
に
も
描
か
れ
て
い
る
リ
ュ

ー
ト
や
バ
ロ
ッ
ク
ギ
タ
ー
な
ど
を
準
備

し
、
ガ
ブ
リ
エ
リ
と
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ

の
「
チ
ェ
ロ
と
通
奏
低
音
の
為
の
ソ
ナ

タ
」
、
バ
ッ
ハ
の
「
無
伴
奏
チ
ェ
ロ
組

曲
」（
チ
ェ
ロ
独
奏
）、
Ｏ･

レ
ス
ピ
ー

ギ
「
シ
チ
リ
ア
ー
ナ
」（
リ
ュ
ー
ト
独

奏
）
な
ど
を
演
奏
し
ま
し
た
。 

 

「
湖
北
に
オ
ペ
ラ
の
芽
を
」
と
自
ら
合

唱
団
を
主
宰
し
、
意
欲
的
に
取
り
組
む

本
学
出
身
の
岡
本
亜
由
美
さ
ん
の
発
案

で
、
長
浜
音
楽
協
会
主
催
の
大
阪
音
楽

大
学
カ
レ
ッ
ジ
出
張
講
座
「
ビ
ギ
ナ
ー

ズ
・
オ
ペ
ラ
」
が
、
１１
月
に
開
講
し
ま

し
た
。
中
村
敬
一
本
学
講
師
の
解
説
で
、

オ
ペ
ラ
の
誕
生
か

ら
ワ
ー
グ
ナ
ー
ま

で
、
４
回
シ
リ
ー

ズ
。
毎
回
本
学
出

身
の
若
手
実
力
派

の
歌
手
が
、
オ
ペ

ラ
の
名
曲
を
披
露

し
ま
す
。
会
場
は

滋
賀
県
・
長
浜
市

の
リ
ュ
ー
ト
プ
ラ

ザ
。 

　
１２
月
１８
日
に
行

わ
れ
た
第
２
回
「
ロ
マ
ン
派
の
イ
タ
リ

ア
」
で
は
、
中
村
講
師
が
ロ
ッ
シ
ー
ニ

や
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
オ
ペ
ラ
を
紹
介
。
テ

ノ
ー
ル
の
中
川
正
崇
さ
ん
が
岡
本
佐
紀

子
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
で
、
コ
ロ
ラ
ト
ゥ
ー

ラ
が
軽
や
か
な
ロ
ッ
シ
ー
ニ
と
、
華
や

か
で
力
強
い
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
作
品
を
歌

い
分
け
ま
し
た
。 

　
人
気
の
ワ
ン
ポ
イ
ン

ト
・
レ
ッ
ス
ン
で
は
、

岡
本
さ
ん
が
松
島
直
子

さ
ん
に
シ
ョ
パ
ン
の
ピ

ア
ノ
曲
を
、
中
村
講
師

と
中
川
さ
ん
が
、
岡
本

さ
ん
主
宰
の
合
唱
団
「
ク

オ
ー
レ
北
湖
」
の
み
な

さ
ん
を
指
導
し
ま
し
た
。

最
終
回
は
３
月
２６
日
で

す
。 

長
浜
で
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
・
オ
ペ
ラ
開
講 

西
本
さ
ん
と
オ
ペ
管  

南
座
で
ジ
ル
ベ
ス
タ
ー
・コ
ン
サ
ー
ト 

ミレニアムホール特別講座 

チェロ誕生の物語 
お話　日下部吉彦（客員教授） 

オペラ物知り講座 

１２月１１日  ミレニアムホール １２月１１日  ミレニアムホール 
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東
南
ア
ジ
ア
、
米
国
、
日
本
を
駆
け
巡
る
ポ
ピ
ュ
ラ
ー･

ヴ
ォ
ー
カ
ル
武
田
貴
絵
さ

ん
（
０３
年
短
卒
・
ス
テ
ー
ジ
ネ
ー
ムR

u
th

）
。
昨
年
は
平
城
遷
都
１
３
０
０
年
祭
の

応
援
ソ
ン
グ｢
恋
都｣

（
こ
い
と
）
が
カ
ラ
オ
ケ
配
信
さ
れ
た
り
、
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
を

生
か
し
た
物
怖
じ
し
な
い
キ
ャ
ラ
が
「
な
ら
国
際
映
画
祭
２
０
１
０
」
の
ス
タ
ッ
フ

の
目
に
と
ま
り
映
画
祭
の
司
会
を
任
さ
れ
る
な
ど
、
大
ブ
レ
ー
ク
の
年
で
し
た
。
武

田
さ
ん
の
こ
の
１
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。 

　
大
学
卒
業
後
、
香
港
、
台
湾
、
米
国
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
を

拠
点
に
ソ
ロ
活
動
を
行
っ
て

き
た
武
田
さ
ん
。
０９
年
に
は

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
ア
メ
リ
カ

生
ま
れ
の
男
性
と
組
ん
で
多

国
籍
バ
ン
ド｢W

orld
 
of 

SP
Y
｣

を
結
成
し
ま
し
た
。 

 

「
海
外
に
出
て
５
年
。
そ

こ
で
気
が
つ
い
た
の
は
奈
良

っ
て
す
ご
い
な
っ
て
こ
と
。

１
３
０
０
年
前
の
文
化
が
今

も
延
々
と
受
け
継
が
れ
て
い

る
ん
で
す
か
ら
」
。
奈
良
の

魅
力
を
世
界
中
に
発
信
し
た
い
、
と
い

う
思
い
が
募
り
、
そ
こ
で
出
来
上
が
っ

た
の
が
バ
ラ
ー
ド
調
の
遷
都
１
３
０
０

年
祭
の
応
援
ソ
ン
グ
「
恋
都
」
で
し
た
。 

　
武
田
さ
ん
は
０９
年
末
に
「
恋
都
」
を

携
え
、
活
動
の
拠
点
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
か

ら
ふ
る
さ
と
奈
良
に
移
り
ま
し
た
。
「
誰

に
頼
ま
れ
た
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

勝
手
に
作
り
、
勝
手
に
押
し
か
け
て
き

ち
ゃ
い
ま
し
た
」
。
奈
良
市
観
光
協
会

が
「
恋
都
」
を
全
面
応
援
し
て
く
れ
た

こ
と
で｢W

orld
 
of 
S
P
Y
｣

の
知
名
度

は
次
第
に
高
ま
っ
て
い
き
ま
す
。 

　
３
月
に
は
奈
良
・
信
貴
山
、
５
月
に

は
１
３
０
０
年
祭
の
メ
ー
ン
会
場
「
ま

ほ
ろ
ば
ス
テ
ー
ジ
」
（
平
城
宮
跡
）
で

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
。
５
月
と
８

月
に
は
大
音
出
身
の
山
田
紗
耶
加
さ
ん

（
７９
年
短
大
卒･

音
楽
専
攻
）
か
ら
声

が
か
か
り
、
香
川
と
大
阪
の
平
和
の
祈

り
被
爆
ピ
ア
ノ･

コ
ン
サ
ー
ト
に
ソ
ロ

出
演
、そ
し
て
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
、母
校
で
の

講
演
会
な
ど
、忙
し
い
日
が
続
き
ま
す
。 

　
５
月
８
日
に
奈
良
市
内
で
開
か
れ
た

「W
orld of SP

Y

」
の
ワ
ン
マ
ン･

ラ

イ
ヴ
で
の
こ
と
。
武
田
さ
ん
は
ラ
イ
ヴ

終
了
後
、
会
場
に
来
て
い
た
「
な
ら
国

際
映
画
祭
２
０
１
０
」
の
ス
タ
ッ
フ
か

ら
「
喋
り
が
お
も
し
ろ
い
。
映
画
祭
の

司
会
を
や
っ
て
み
な
い
か
」
と
ス
カ
ウ

ト
さ
れ
た
そ
う
で
す
。 

 

「
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
を
生
か
し
た
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
ト
ー
ク
が
気
に
入

っ
て
も
ら
え
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
ぜ
ひ

や
ら
せ
て
く
だ
さ
い
、
と
お
願
い
し
ま

し
た
」 

　
こ
の
映
画
祭
は
０７
年
の
カ
ン
ヌ
国
際

映
画
祭
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
奈

良
在
住
の
映
画
監
督
・
河
瀬
直
美
さ
ん

の
提
唱
で
実
現
し
ま
し
た
。
猿
沢
池
と

興
福
寺
の
間
に
は
「
五
十
二
段
」
の
レ

ッ
ト
カ
ー
ペ
ッ
ト
が
敷
か
れ
、
８
月
の

古
都
が
一
瞬
に
し
て
「
映
画
の
ま
ち
」

に
変
わ
り
ま
し
た
。 

 

「
司
会
は
初
め
て
。
お
も
し
ろ
そ
う

な
の
で
引
き
受
け
た
ら
な
ん
と
総
合
司

会
。
で
も
河
瀬
監
督
や
女
優
の
桃
井
か

お
り
さ
ん
、
外
国
の
監
督
さ
ん
た
ち
と

と
お
話
が
で
き
、
す
ば
ら
し
い
経
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」 

　
―
２
０
１
０
年
は
武
田
さ
ん
に
と
っ

て
飛
躍
の
年
で
し
た
ね 

 

「
去
年
は
平
和
コ
ン
サ
ー
ト
や
司
会

の
お
仕
事
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

秋
に
は
東
北
地
方
で
初
め
て
の
ラ
イ
ヴ

も
成
功
し
、
す
ば
ら
し
い
ス
タ
ー
ト
ポ

イ
ン
ト
に
。
今
年
は
私
自
身
に
よ
る
イ

ベ
ン
ト･

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
も
力
を
入

れ
た
い
で
す
ね
。
音
楽
を
通
し
て
日
々
、

新
し
い
発
見
を
し
な
が
ら
、
歌
の
世
界

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
」 

World of SPYのウェブサイト  http://worldofspy.net

歌
を
通
し
て
新
し
い
発
見
 

「
遷
都
１
３
０
０
年
祭
」で
大
ブ
レ
ー
ク
 

武田 貴絵さん 
（０３年短大・ポピュラー・ヴォーカル） 

河瀬直美監督（右）とツーショット 
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こ
ん
に
ち
は
、
受
験
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
と
も
み
で
す
。
進
級
、
進
学
の
季
節

に
な
り
ま
し

た
。
高
校
生

の
み
な
さ
ん

は
希
望
と
不

安
で
胸
を
い

っ
ぱ
い
に
し

て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。 

生
活
環
境
が
変
わ
る
方
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
新
し
い
出
会
い
が
待
っ
て

い
ま
す
。
入
念
に
準
備
し
て
、
目
標
に

向
か
っ
て
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

し
ょ
う
。 

  

試

験

日
　
３
月
２２
日
（
火
）
〜
３
月

２３
日
（
水
） 

出
願
期
間
　
３
月
１４
日
（
月
）
〜
３
月

１６
日
（
水
）
郵
送
必
着 

　
　
　
　
　
３
月
１７
日
（
木
）
９
時
〜

１３
時
　
窓
口
持
参
の
み 

試
験
科
目
　
専
門
実
技
課
題
と
面
接 

　
募
集
人
員
は
少
な
い
で
す
が
、
実
技 

が
優
秀
で
学
修
意
欲
の
高
い
方
を
募
集

し
ま
す
。
詳
細
は
入
試
要
項
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。 

　
な
お
、
ジ
ャ
ズ
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
、
電

子
オ
ル
ガ
ン
各
コ
ー
ス
の
募
集
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

  

実

施

日
　
３
月
２３
日
（
水
） 

申
込
期
間
　
２
月
２４
日
（
木
）
〜
３
月

２
日
（
水
）
郵
送
必
着 

　
本
学
へ
進
学
を
希
望
す
る
高
校
２
年

生
以
上
の
方
を
対
象
に
第
６２
回
音
楽
基

礎
科
目
到
達
度
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。 

　
本
学
で
は
、
ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
ュ
・
楽

典
・
鍵
盤
楽
器
の
３
科
目
を
音
楽
基
礎

科
目
と
総
称
し
て
い
ま
す
。
音
楽
基
礎

科
目
は
、
音
楽
を
専
門
に
学
ん
で
い
く

上
で
必
要
な
音
楽
の
基
礎
能
力
で
あ
る

と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
こ
の
テ
ス
ト

は
、
音
楽
基
礎
科
目
の
学
習
到
達
度
を

調
べ
る
も
の
で
す
。
所
定
の
成
績
を
修

め
た
科
目
は
認
定
と
し
、
そ
の
科
目
は

入
学
試
験
の
際
、
試
験
を
免
除
し
ま
す
。 

  

　
本
学
教
員
に
よ
る
体
験
レ
ッ
ス
ン
＆

学
校
説
明
「T

his is 

大
阪
音
楽
大
学
」

を
４
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
各
地
で
開

催
し
ま
す
。
対
象
は
音
楽
大
学
を
め
ざ

す
中
学
生
以
上
の
方
で
す
。
体
験
レ
ッ

ス
ン
、
学
校
説
明
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
個

別
進
学
相
談
を
通
し
て
、
音
楽
大
学
を

身
近
に
体
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
現
在
、

申
込
受
け
付
け
中
で
す
。
申
込
方
法
、

開
催
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
は
、
本
学
Ｈ
Ｐ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

　
イ
タ
リ
ア
北
東
部
の
ヴ
ィ
チ
ェ
ン
ツ

ァ
市
に
あ
る
世
界
最
古
の
屋
内
劇
場
「
テ

ア
ト
ロ
・
オ
リ
ン
ピ
コ
」（
１
５
８
５

年
完
成
）
で
プ
ッ
チ

ー
ニ
を
歌
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
昨

年
７
月
の
こ
と
で
ち

ょ
っ
と
古
い
の
で
す

が
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
ね
。 

　
き
っ
か
け
は
日
本
イ
タ
リ
ア
協
会
が

主
催
す
る
「C

oncorso M
usic A

rte

」
。

音
楽
を
通
し
て
イ
タ
リ
ア
と
日
本
の
懸

け
橋
に
な
っ
た
故
中
川
牧
三
氏
を
称
え

る
た
め
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
そ
の
記
念

す
べ
き
第
一
回
目
に
出
場
し
金
賞
を
受

賞
し
た
私
は
、ご
褒
美
に
テ
ア
ト
ロ
・
オ

リ
ン
ピ
コ
で
開
か
れ
た
「
世
界
遺
産
国

際
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
出

場
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
古
代
ロ
ー
マ
時
代
の
円
形

劇
場
を
模
し
た
テ
ア
ト
ロ
・

オ
リ
ン
ピ
コ
は
、
現
存
す
る

ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
唯
一
の
劇

場
。
中
庭
に
は
ヴ
ェ
ル
デ
ィ

劇
場
に
あ
っ
た
彫
像
が
建
ち
、

劇
場
内
に
は
様
々
な
フ
レ
ス

コ
画
や
彫
像
が
並
び
、
な
ん

と
美
し
い
こ
と
か
。 

　
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
た
の
は
７
月

２８
日
。
サ
マ
ー
タ
イ
ム
の
最
中
で
夜
９

時
開
演
。
夕
方
劇
場
入
り
し
た
私
は
、

し
ば
し
場
内
の
散
策
を
楽
し
み
ま
し
た
。

か
つ
て
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
や
ゲ
ー
テ
も
訪

れ
た
こ
と
が
あ
る
テ
ア
ト
ロ
・
オ
リ
ン

ピ
コ
は
、
ど
こ
を
見
回
し
て
も
美
し
い

彫
刻
に
囲
ま
れ
て
お
り
、
ホ
ー
ル
全
体

が
芸
術
作
品
。
そ
の
中
に
立
つ
て
い
る

と
、
自
分
自
身
が
作
品
の
一
部
に
溶
け

込
ん
で
い
く
よ
う
な
不
思
議
な
感
覚
に

と
ら
わ
れ
る
の
で
す
。 

　
夜
中
の
１１
時
。
い
よ
い
よ
私
の
出
番
。

曲
は
東
京
の
グ
ラ
ン
ド
フ
ァ
イ
ナ
ル
で

歌
っ
た
オ
ペ
ラ
「
蝶
々
夫
人
」
よ
り
「
あ

る
晴
れ
た
日
に
」
。
本
番
前
は
不
安
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、
歌
が
終
わ
っ
た

瞬
間
、
会
場
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
拍
手
や

「
ブ
ラ
ボ
ー
」
の
声
を
い
た
だ
き
、
素

晴
ら
し
い
舞
台
で
歌
え
た
こ
と
が
と
て

も
夢
の
よ
う
で
し
た
。
主
催
者
に
、
そ

し
て
た
く
さ
ん
の
方
々
に
感
謝
し
ま
す
。 

体
験
レ
ッ
ス
ン
＆
学
校
説
明 

 

第
６２
回
音
楽
基
礎
科
目
到
達
度
テ
ス
ト
 

 

一
般
入
試
B
日
程
は
3
月
22
・
23
日
 

１１
年
度
一
般
入
学
試
験
Ｂ
日
程 

 

世界最古の劇場で演奏 

喜多 美幸 
（９４年大卒・ソプラノ） 
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■第１３回“長江杯”国際音楽コンクール

　アンサンブル部門一般の部Ａ　３位（１、

２位なし）　長谷川美聡（０８年大卒･フル

ート）、小澤征吾（０９年大卒･クラリネット）

＝８月１５日、ピッコロシアター。中国音楽

理事会主催 

■２０１０年第７回かやぶき音楽堂デュオコ

ンクール　Ａ部門１台のピアノによる四手

連弾デュオの部　優勝　木村貴子（９２年院

修･ピアノ）、關口康祐（０４年大専修･ピア

ノ）=１１月７日、かやぶき音楽堂。かやぶ

き音楽堂デュオコンクール実行委員会主催 

■第８回かがりの里音楽コンクール　ピア

ノ２台の部　１位　秋本久美、阪田阿沙美

（いずれも０３年大卒･ピアノ）＝１１月７日、

楠徳寺・かがりホール。かがりの里音楽コ

ンクール実行委員会主催 

■第１６回KOBE国際音楽コンクール　C部

門管楽器の部 最優秀賞、兵庫県教育委員

会賞、タカハシパール賞　細川真美（大４・

トランペット）＝１月８日、神戸文化ホー

ル。KOBE国際音楽コンクール実行委員会。 

　
関
西
に
お
け
る
マ
リ
ン
バ
音
楽
の
草

分
け
で
知
ら
れ
る
宮
本
慶
子
講
師
が
２

０
１
０
年
度
兵
庫
県
文
化
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
演
奏
活
動
と
後
継
者
育
成
一

筋
に
５０
年
。
そ
の
功
績
が
高
く
評
価
さ

れ
ま
し
た
。 

　
「
ふ
く
よ
か
で
温
か
い
音
色
。
そ
れ

に
華
や
か
な
演
奏
ス
タ
イ
ル
が
な
ん
と

も
い
え
な
い
魅
力
」
と
い
う
宮
本
さ
ん
。

本
学
の
付
属
高
校
時
代
か
ら
才
能
が
認

め
ら
れ
、
一
時
は
マ
リ
ン
バ
界
の
「
美

空
ひ
ば
り
」
と
い
わ
れ
た
ほ
ど
。
６１
年

に
は
宮
本
慶
子
一
門
の
会
「
神
戸
マ
リ

ン
バ
ソ
サ
エ
テ
ィ
」
を
結
成
。
教
室
の

数
も
今
で
は
関
西
一
円
に
三
十
数
カ
所

に
増
え
て
い
ま
す
。 

　
中
国
と
の
国
交
回
復
後
の
７９
年
に
は

神
戸
市
の
使
節
団
と
し
て
中
国
で
演
奏

し
、
初
め
て
マ
リ
ン
バ
を
紹
介
し
ま
し

た
。
０３
年
に
本
学
講
師
、
０８
年
か
ら
兵

庫
県
音
楽
活
動
推
進
会
議
代
表
を
務
め

て
い
ま
す
。 

　
教
え
子
の
数
は
５
０
０
人
を
超
え
、

こ
の
中
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
拠
点
に
世

界
で
活
躍
す
る
相
澤
睦
子
さ
ん
（
８４
年

大
卒
、
現
在
プ
ラ
ハ
芸
術
ア
カ
デ
ミ
ー

客
員
教
授
）、
和
太
鼓
松
村
組
代
表
・

松
村
公
彦
さ
ん
ら
が
い
ま
す
。 

　
００
年
に
芸
術
文
化
団
体
・
半
ど
ん
の

会
文
化
功
労
賞
、
０３
年
に
神
戸
市
文
化

賞
な
ど
を
受
賞
。 

　
「
こ
の
５０
年
は
演
奏
、
楽
器
の
改
良
、

若
手
演
奏
家
の
育
成
な
ど
、
マ
リ
ン
バ

の
歴
史
そ
の
も
の
で
し
た
。
世
界
中
で

活
躍
す
る
教
え
子
た
ち
の
成
長
を
見
守

り
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
マ
リ
ン
バ
の

地
位
向
上
に
努
め
ま
す
」
と
宮
本
さ
ん
。 

　
第
８
回
パ
ド
ヴ
ァ
国
際
音
楽
コ
ン
ク

ー
ル
が
イ
タ
リ
ア
・
パ
ド
ヴ
ァ
市
で
行

わ
れ
、
清
松
優
記
子
さ
ん
（
０７
年
大
卒
・

ピ
ア
ノ
）
が
３
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し

た
。 

　
清
松

さ
ん
は

卒
業
後
、

ハ
ン
ガ

リ
ー
国

立
リ
ス

ト
音
楽
院
に
留
学
、
パ
ド
ヴ
ァ
国
際
音

楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
ヴ
ィ
ル
ト
ー
ゾ
部

門
に
出
場
し
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ス

ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
の
「
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ

３
番
」
を
演
奏
し
ま
し
た
。 

　
４
つ
の
楽
章
で
構
成
さ
れ
た
こ
の
曲

は
、
楽
章
ご
と
に
色
々
な
カ
ラ
ー
が
あ

る
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
曲
。
中
で

も
終
楽
章
は
溜
め
込
ん
で
い
た

思
い
が
一
気
に
溢
れ
出
た
よ
う

な
情
熱
的
な
曲
調
で
、
難
曲
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
清
松
さ
ん

は
情
感
豊
か
に
演
奏
し
、
３
位

に
入
り
ま
し
た
。 

　
海
外
で
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
今

回
が
初
め
て
と
い
う
清
松
さ
ん
。

「
雰
囲
気
も
海
外
特
有
の
も
の

が
あ
り
、
と
て
も
い
い
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
様
々
な
コ

ン
ク
ー
ル
に
挑
戦
し
て
み
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。 

コンクール（敬称略） 長
谷
川
美
聡
 

小
澤
征
吾
 

木
村
貴
子
 

關
口
康
祐
 

秋
本
久
美
 

阪
田
阿
沙
美
 

細
川
真
美
 

マ
リ
ン
バ
と
と
も
に
５０
年 

宮
本
講
師
に
兵
庫
県
文
化
賞 

世界中で教え子活躍 

独特の雰囲気 勉強に 

清
松
さ
ん
パ
ド
ヴ
ァ
音
楽
コ
ン
３
位 
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みやびの世界と慈しみ 

　
青
柳
い
づ
み
こ
教
授
が
昨
年
１０
月
に

初
の
小
説
「
水
の
ま
な
ざ
し
」
（
文
藝

春
秋
、
１
４
７
０
円
）
を
出
版
し
ま
し

た
。 

　
青
柳
教
授
に
と
っ
て
は
７
冊
目
の
単

行
本
。
主
人
公
は
ピ
ア
ニ
ス
ト
を
目
指

す
高
校
生
の
真
琴
。
あ
る
日
、
風
邪
を

こ
じ
ら
せ
、
声
が
出
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
目
的
を
失
っ
た
彼
女
は
学
校

を
休
学
し
て
田
舎
に
帰
る
こ
と
に
…
。 

　
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
文
筆
家
で
も
あ
る
青

柳
教
授
が
多
感
な
少
女
の
心
の
揺
れ
を
、

透
明
感
あ
ふ
れ
る
筆
致
で
描
く
青
春
音

楽
小
説
。 

　
―
初
め
て
の
小
説
。
き
っ
か
け
は 

　
楽
器
に
自
分
の｢

歌｣

を
託
し
た
い
と

い
う
多
く
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
思
い
を
普

遍
的
に
描
き
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。 

　
―
こ
れ
ま
で
の
も
の
と
の
違
い
は 

　
教
育
や
親
子
関
係
の
難
し
さ
な
ど
、

評
論
や
エ
ッ
セ
イ
で
は
取
り
上
げ
に
く

い
問
題
を
書
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
―
こ
れ
か
ら
の
抱
負
は 

　
夏
前
に
グ
レ
ン
・
グ
ー
ル
ド
論
（
筑

摩
書
房
）
が
出
る
予
定
で
す
。
こ
ち
ら

も
グ
ー
ル
ド
の
「
秘
め
ら
れ
た
歌
」
が

テ
ー
マ
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

　
諸
橋
玲
子
講
師
が
、
合
唱
作
品
の
楽

譜
「
伊
勢
物
語
　
混
声
合
唱
の
た
め
の
」

と
「
鳥
の
う
た
　
女
声
合
唱
の
た
め
の
」

を
、
マ
ザ
ー
ア
ー
ス
株
式
会
社
か
ら
出

版
し
ま
し
た
。 

　
「
伊
勢
物
語
」
は
、
日
本
独
自
の
美

学
〈
み
や
び
〉
の
世
界
に
、
新
時
代
の

若
々
し
い
激
し
さ
を
吹
き
込
み
、
言
葉

か
ら
情
感
が
ほ
と
ば
し
る
在
原
業
平
の

和
歌
三
首
に
作
曲
し
た
作
品
。
Ａ
４
判

２８
ペ
ー
ジ
、
１
９
９
５
円
。 

　
「
鳥
の
う
た
」
に
は
、
山
歌
集

や
万
葉
集
の
和
歌
を
題
材
に
自
然

を
慈
し
む
心
を
表
現
し
た
作
品
や
、

「
囁
き
」
や
「
話
し
声
」
を
用
い
、

鳥
の
鳴
き
声
を
通
し
て
生
き
る
も

の
の
力
強
さ
を
表
現
し
た
作
品
が

収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ａ
４
判
５８

ペ
ー
ジ
、
２
７
３
０
円
。 

楽
譜
購
入
ご
希
望
の
方
は
、
マ
ザ

ー
ア
ー
ス
株
式
会
社
へ
。 

U
R
L
:h
ttp
://m

oth
er/earth

/p
u
b
lis

hing.com
/

　
昨
年
１１
月
に
香
港
在
住
の
日
本
人
を

中
心
に
香
港
の
人
も
加
わ
っ
た
オ
ケ
同

好
会
の
定
期
演
奏
会
が
あ
り

ま
し
た
。
私
は
客
演
と
し
て

出
演
を
依
頼
さ
れ
、
プ
ッ
チ

ー
ニ
の
オ
ペ
ラ
・
ア
リ
ア
を

歌
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

人
前
で
歌
う
の
は
２
年
ぶ
り
。

ハ
ノ
イ
日
本
人
学
校
に
赴
任

直
後
の
０９
年
５
月
に
大
阪
で

関
西
新
人
演
奏
会
が
あ
り
、

そ
れ
に
出
演
し
て
以
来
の
演
奏
で
し
た
。

日
々
の
授
業
や
仕
事
に
追
わ
れ
、
練
習

も
満
足
に
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
大

学
で
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
を
思
い
返

し
な
が
ら
、
今
の
自
分
に
で
き
る
精
一

杯
の
声
で
、
心
を
込
め
て
歌
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

　
客
席
は
地
元
の
著
名
人
、
名
だ
た
る

会
社
の
役
員
、
い
ろ
ん
な
国
の
人
た
ち

で
満
席
で
し
た
。
演
奏
の
後
、
大
勢
の

方
か
ら
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、

改
め
て
音
楽
の
凄
さ
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
音
楽
は
世
界
の
共
通
語

で
あ
り
、
言
葉
の
壁
が
あ
っ
て
も
、
音

楽
が
あ
れ
ば
通
じ
合
え
る
、
と
い
う
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。 

 「
奮
闘
記
」
は
今
回
で
終
了
し
ま
す 

　
大
阪
音
楽
大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
の

２
年
間
は
、
ハ
ノ
イ
で
も
香
港
で
も
私

に
と
っ
て
は
激
動
の
日
々
。
毎
日
が
挑

戦
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
や
家
族
、
教

職
員
、
そ
し
て
現
地
の
人
た
ち
か
ら
様
々

な
刺
激
を
受
け
、
慣
れ
な
い
環
境
の
中
、

一
人
で
生
活
し
て
き
ま
し
た
。 

　
辛
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
何
度

も
投
げ
出
し
た
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
今
こ
う
や
っ
て
振
り
返
っ
て

み
る
と
、
こ
れ
も
ま
た
良
い
経
験
で
し

た
。 

　
２
年
間
に
渡
っ
て
連
載
さ
れ
た
私
の

「
奮
闘
記
」
で
す
が
、
今
回
を
も
ち
ま

し
て
最
後
の
掲
載
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
読
ん
で
く
だ
さ
っ
た
「
ミ
ュ
ー

ズ
」
の
読
者
の
み
な
さ
ま
に
は
心
か
ら

お
礼
を
申
し
上
げ
、
こ
れ
で
ペ
ン
を
置

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

畠山歩美さんの 

香港奮闘記 
「
水
の
ま
な
ざ
し
」
　 

青
柳
い
づ
み
こ
教
授 

合
唱
作
品
「
伊
勢
物
語
」「
鳥
の
う
た
」
　
諸
橋
玲
子
講
師 
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ピ
ア
ニ
ス
ト
、
作
曲

家
と
し
て
活
躍
す
る
七

ツ
谷
ゆ
み
さ
ん
（
８６
年

短
専
修
・
ピ
ア
ノ
）
が

４
枚
目
の
ア
ル
バ
ム
「
森

ピ
ア
ノ
」
を
リ
リ
ー
ス
し
ま
し
た
。
小

説
「
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
」
に
登
場
し
た

曲
、
森
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
曲
た
ち
１３
曲

が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
名

曲
「
ノ
ー
ウ
ェ
ジ
ア
ン･

ウ
ッ
ド
」
。

奈
良･

大
峯
山
の
風
の
音
や
小
川
の
せ

せ
ら
ぎ
、
小
鳥
の
さ
え
ず
り
が
効
果
音

と
し
て
流
れ
、
曲
の
中
に
溶
け
込
み
ま

す
。
ほ
か
に
フ
ラ
ン
ス
印
象
派
の
旗
手

Ｍ･

ラ
ヴ
ェ
ル
が
書
い
た
「
亡
き
王
女

の
た
め
の
パ
ヴ
ァ
ー
ヌ
」
、
０８
年
に
フ

ジ
テ
レ
ビ
系
列
で
放
送
さ
れ
た
ド
ラ
マ

「
風
の
ガ
ー
デ
ン
」
の
テ
ー
マ
曲
「
カ

ン
パ
ニ
ュ
ラ
」
、
サ
イ
モ
ン
と
ガ
ー
フ

ァ
ン
ク
ル
で
お
馴
染
み
「
ス
カ
ボ
ロ
ー･

フ
ェ
ア
」
な
ど
も
登
場
し
ま
す
。 

　
ボ
サ
ノ
ヴ
ァ
か
ら
バ
ラ
ー
ド
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
ま
で
様
々
な
タ
イ
プ
の
曲
も
す

べ
て
七
ツ
谷
さ
ん
の
ア
レ
ン
ジ
。
繊
細

な
タ
ッ
チ
と
美
し
い
メ
ロ
デ
ィ
・
ラ
イ

ン
が
聴
く
人
の
心
を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。 

　
発
売
元
は
ヤ
マ
ハ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ア

ン
ド
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ズ
。
２
１
０
０
円
。 

　
藤
田
隆
教
授
率
い
る
「
ス
ー
パ
ー
リ

コ
ー
ダ
ー
カ
ル
テ
ッ
ト
」
が
待
望
の
第

２
弾
「S

u
p
er 
R
ecord

er 
Q
u
artet 

vol.2

」
を
リ
リ
ー
ス
し
ま
し
た
。 

　
収
録
曲
は
バ
ロ
ッ
ク
の
大
家
テ
レ
マ

ン
の
「
協
奏
曲 

イ
短
調
」
、
チ
ャ
イ

コ
フ
ス
キ
ー
の
バ
レ
エ
組
曲｢

く
る
み

割
り
人
形｣

よ
り
小
序
曲
、
マ
ッ
カ
ー

ノ
ン
「
ジ
ャ
ズ
三
景
」

な
ど
古
典
的
な
作
品
か

ら
メ
ル
ヘ
ン
タ
ッ
チ
の

曲
ま
で
１１
曲
。 

　
「
大
き
な
古
時
計
」

は
リ
コ
ー
ダ
ー
カ
ル
テ
ッ
ト
が
本
学
の

ジ
ャ
ズ･

ベ
ー
シ
ス
ト
木
村
知
之
講
師

に
編
曲
を
委
嘱
し
、
０９
年
７
月
に
初
演

さ
れ
た
作
品
。
テ
ナ
ー
、
バ
ス
、
グ
レ

ー
ト
バ
ス
な
ど
４
本
の
低
音
リ
コ
ー
ダ

ー
が
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
を
発
揮
し
、
心

地
よ
い
曲
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。 

　
「
リ
コ
ー
ダ
ー
や
古
楽
フ
ア
ン
の
み

な
ら
ず
、
一
般
の
音
楽
フ
ア
ン
の
Ｂ
Ｇ

Ｍ
と
し
て
も
楽
し
め
る
ア
ル
バ
ム
」（
レ

コ
ー
ド
芸
術
１１
月
号
）。 

　
セ
ッ
シ
ョ
ン
風
景
を
収
め
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ

が
付
い
て
お
り
、
フ
ア
ン
に
は
何
よ
り

う
れ
し
い
。 

　
発
売
元
は
ナ
ミ
・
レ
コ
ー
ド
。
３
１

５
０
円
。 

 

　青柳いづみこ教授のライフワ
ークといえばドビュッシー。9枚
目のこのアルバム「ロマンティ
ック・ドビュッシー」は、彼の若き日の小品を
取り上げ、秘められたロマンティシズムに焦点
を当てた珠玉の一枚です。 

　収録は「バラード」「マズルカ」「ピアノの
ために」「ベルガマスク組曲」「夜想曲」など
9曲。評論家の濱田滋郎氏は月刊誌「レコード
芸術」の中で「ニュアンスの深さ、鮮やかさか
ら、古今一流の域に達した奏楽」と絶賛。2010
年11月号で特選盤に選ばれています。　　 
これで青柳教授のアルバムは9枚のうち8枚が特
選盤に選ばれたことになります。 
　発売元はカメラータ･トウキョウ。2940円。 

♪ 
「ロマンティック・ドビュッシー」が2010年度
の第23回ミュージック･ペンクラブ音楽賞｢録音･
録画作品／日本人アーティスト｣を受賞しました。 

C
D
リ
リ
ー
ス 

大
阪
文
化
祭
賞
受
賞
作
品 

２
月
２７
日
に
は
神
戸
で
再
演 

ミュージック・ペンクラブ賞受賞 

ロマンティック・ドビュッシー 

青柳いづみこ教授 

スーパーリコーダーカルテット 七ツ谷ゆみさん 

「Super Recorder Quartet vol.2

」 

「
森
ピ
ア
ノ
」 

ア・カペラ版「冬の旅」 

第４４回　幸楽会コンサート 

　
芸
術
性
と
企
画
性
が
評
価
さ
れ
平
成

２２
年
度
「
大
阪
文
化
祭
賞
」
を
受
賞
し

た
ア･

カ
ペ
ラ
室
内
混
声
合
唱
団
「
ザ･

タ
ロ
ー･

シ
ン
ガ
ー
ズ
」（
指
揮
・
里
井

宏
次
教
授
）
に
よ
る
Ｆ
・
シ
ュ
ー
ベ
ル

ト
「
冬
の
旅
」
が
Ｃ
Ｄ
と
し
て
発
売
さ

れ
ま
し
た
。 

 

「
冬
の
旅
」
は
里
井
教
授
の
企
画
で

作
曲
家
・
千
原
英
喜
講
師
が
全

２４
曲
を
無
伴
奏
混
声
合
唱
版
に

編
曲
。
１０
年
６
月
２７
日
に
大
阪
・

い
ず
み
ホ
ー
ル
で
世
界
初
演
、

１１
月
７
日
に
東
京･

津
田
ホ
ー

ル
で
再
演
さ
れ
、
話
題
に
な
り

ま
し
た
。 

　
Ｃ
Ｄ
は
東
京
公
演
を
ラ
イ
ヴ

録
音
し
た
も
の
で
、
発
売
元
は
オ
ク
タ

ヴ
ィ
ア
・
レ
コ
ー
ド
。２
８
０
０
円
。 

　
２
月
２７
日
に
は
神
戸
松
蔭
女
子
学
院

大
学
チ
ャ
ペ
ル
（
神
戸
市
灘
区
）
で
の

再
演
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。 

　
Ｃ
Ｄ
、
チ
ケ
ッ
ト
の
申
し
込
み
は
タ

ロ
ー
事
務
局
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０

７
９
７
・
３
４
・
０
１
２
８
）
へ
。 
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幸楽会のホームページ　http://www.kougakukai.net/ 
Ｅ－mailアドレス　kougaku@daion.ac.jp

　
第
４４
回
幸
楽
会
コ
ン
サ
ー
ト
が
１
月

１０
日
、
ザ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ペ
ラ
ハ
ウ

ス
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
本
学

で
ジ
ャ
ズ
専
攻
が
開
講
し
た
９２
年
に
客

員
教
授
に
お
迎
え
し
、
昨
年
惜
し
く
も

亡
く
な
ら
れ
た
世
界
的
ジ
ャ
ズ
・
ピ
ア

ニ
ス
ト
、
ハ
ン
ク
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
師
を

偲
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
ま
し
た
。

第
１
部
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
夜
景
を
思

わ
せ
る
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
を
バ
ッ
ク
に
、

赤
松
二
郎
、
河
村
直
樹
、
木
村
知
之
、

塩
入
基
弘
、
藤
井
司
朗
、
森
宏
の
み
な

さ
ん
が
、「Interface by H

ank Jones

」

な
ど
、
ハ
ン
ク
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
師
に
捧

げ
る
ジ
ャ
ズ
を
演
奏
。 

　
第
２
部
は
油
井
美
加

子
、
藤
井
快
哉
さ
ん
の

ピ
ア
ノ
・
デ
ュ
オ
で
「
ラ

プ
ソ
デ
ィ
ー
・
イ
ン
・

ブ
ル
ー
」
。
力
強
く
、

か
つ
繊
細
な
タ
ッ
チ
で

リ
リ
カ
ル
な
音
楽
を
生

み
出
し
た
ハ
ン
ク
・
ジ

ョ
ー
ン
ズ
師
を
彷
彿
さ

せ
る
演
奏
で
し
た
。
第

３
部
は
オ
ペ
ラ
・
ガ
ラ
。

桝
貴
志
、
中
川
正
崇
、

田
中
友
輝
子
、
晴
雅
彦
、
尾
崎
比
佐
子
、

平
岡
洋
子
、
油
井
美
加
子
、
藤
井
快
哉
、

木
村
貴
子
、
關
口
康
祐
の
み
な
さ
ん
が

新
春
の
ス
テ
ー
ジ
を
華
や
か
に
彩
り
ま

し
た
。 

幸 楽 会 総 会 
４月２９日（金・祝）１４時 
会場：ミレニアムホール 

◇総会に続いて在学生アンサンブルコンサート開催 
◇懇親会は15時半から学生サロン「ぱうぜ」２階で開か
れます。ふるってご参加ください。 

　
本
学
卒
業
後
、
琉
球
放
送
で
ラ
ジ
オ

番
組
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
さ
れ
て
い
る
知

念
あ
か
ね
さ
ん（
写
真
後
列
左
か
ら
二
人

目
）か
ら
、
仲
村
志
乃
さ
ん（
９９
年
院
修

オ
ー
ボ
エ
）や
、
徳
元
由
加
さ
ん（
９７
年

大
卒
　
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
）ら
、
沖
縄
出
身

の
音
楽
仲
間
と
開
い
た
コ
ン
サ
ー
ト
を

知
ら
せ
る
お
便
り
が
届
き
ま
し
た
。 

　
２
０
１
０
年
１０
月
９
日
に
沖
縄
県
の

読
谷
村
で
『
仲
村
志
乃
オ
ー
ボ
エ
コ
ン

サ
ー
ト
〜
ゆ
か
い
な
仲
間
と
の
競
演
〜

世
界
音
楽
め
ぐ
り
』
と
題
し
た
コ
ン
サ

ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
読
谷
村
出
身

の
仲
村
さ
ん
は
現
在
、
ド
イ
ツ
で
活
躍

中
の
オ
ー
ボ
エ
奏
者
。
彼
女
の
「
音
楽

家
と
し
て
、
次
の
世
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
に
音
楽
の
楽
し
さ
を
伝
え
た
い
」

と
い
う
想
い
に
賛
同
し
た
ピ
ア
ノ
・
声

楽
・
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
・
弦
楽
器
な
ど
の

音
楽
家
が
総
勢
１２
人
。
沖
縄
・
大
阪
・

東
京
か
ら
集
結
し
ま
し
た
。 

　
子
ど
も
が
聞
い
て
飽
き
な
い
よ
う
に

と
短
め
の
室
内
楽
を
数
曲
、
そ
し
て
読

谷
中
央
幼
稚
園
・
の
ぐ
さ
保
育
園
の
子

ど
も
た
ち
と
「
大
き
な
古
時
計
」
や
、

沖
縄
県
内
で
最
も
人
気
の
高
い
Ｂ
Ｉ
Ｇ

Ｉ
Ｎ
の
「
島
ん
ち
ゅ
の
宝
」
を
共
演
し

ま
し
た
。
共
演
し
た
子
ど
も
や
会
場
の

子
ど
も
た
ち
の
声
も
一
緒
に
な
っ
た
、

元
気
な
歌
声
が
、
読
谷
村
が
誇
る
素
晴

し
い
「
鳳
ホ
ー
ル
」
に
響
き
渡
り
、演

奏
終
了
後
は
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
、

私
の
音
楽
の
ル
ー
ツ
を

作
っ
て
く
れ
た
音
楽
家

た
ち
の
よ
う
な
存
在
に

な
ら
な
け
れ
ば
と
気
づ

か
さ
れ
た
、
す
て
き
な

音
楽
会
で
し
た
。 

沖縄の子どもと共演 

室内合奏団ＴＨＥ ＳＴＲＩＮＧＳ第２回室内楽コンサート 
「作曲家イヤーで耳なじみで震災チャリティ」 
２月２６日（土）１８時３０分　２０００円 
カトリック夙川教会　地下聖堂 
小澤沙緒里　上川忠昭　中川菜月　森左介 
三井脩平 
1０７８-２０３-８０３８　室内合奏団ＴＨＥ ＳＴＲＩＮＧＳ 

イプシロン オペラアカデミー 
スプリングコンサート「歌のア・ラ・カルト」 
３月４日（金）１８時３０分　３０００円 
兵庫県立芸術文化センター 神戸女学院 小ホール 
横田浩和　上山弥容子　梅谷幸子　宇留嶋美穂 
大久保泰子　尾崎比佐子　康瑛　小村礼子 
澁谷暢達　隅田あゆみ　茶園順子　土田景介 
中川令子　森内美佳子　森原明日香　大西隆弘 
1０７９７-３１-１７６８　イプシロンオペラアカデミー 

服部亜美＆砂田利章ジョイントコンサート 
３月１９日（土）１８時３０分 
ムラマツリサイタルホール新大阪 
前売１８００円　当日２０００円 
服部亜美　砂田利章　秋本久美　飯野有加里 
1０９０-７０４３-３８５７　服部 

林尚子＆アンドレアス・ガハプカ 
３月２６日（土）１９時　３０００円 
びわ湖ホール小ホール 
1０７５-２５１-１７７１　オフィス池山 

有居恵・小林由佳・中田百合子 
ジョイント・コンサート 
３月２７日（日）１４時 
兵庫県立芸術文化センター神戸女学院小ホール 
一般２５００円　学生１０００円 
1０５０-７１００-５２８２　フェーヴ・コンサート企画 

日本のこころ歌う会 in 春風コンサート 
４月２日（土）１４時　一般前売り１３００円 
当日１５００円　小・中学生８００円　当日１０００円 
高槻市生涯学習センター多目的ホール 
リヒャルト・フランク　大峰かず子 
1０５０-３３２４-６８０２　シュテルンヘン 

オーボエＶファイブ Spring Concert 
４月４日（月）１８時３０分 
ミレニアムホール 一般３５００円 学生２５００円 
４月７日（木）１９時 トッパンホール ３５００円 
徳山奈美　高山郁子　吉井瑞穂　加納律子 
佛田明希子 
1０９０-４４９２-８９６１　オーボエ・ファイブ 

石田文子チェンバロ・リサイタル 
４月２６日（火）１８時　入場無料 
大阪音楽大学ミレニアムホール 
ブクステフーデ：プレリュード　ト短調　ほか 
（問）fumikoishida３２８＠hotmail．com 

田中良和テノールリサイタル 
４月３０日（土）１４時　宝塚ベガホール　３０００円 
田中良和　阪本朋子　辻本明日香 
1０７２-７５７-７３７３　小泉 

《幸楽会》後援演奏会 

大阪音楽大学後援演奏会 
 

北浦洋子ヴァイオリンリサイタル 
３月２０日（日）１５時　３５００円 
兵庫県立美術館アトリエ 
ヴァイオリン　北浦洋子　ピアノ　藤井快哉 
レスピーギ：ヴァイオリンソナタ　ほか 
1０７８-８０５-６３５１　神戸コンサート協会 

あらかしホールクラシック音楽祭 
―ウィーンの香り春風に乗せて― 
４月１７日（日）１４時　２０００円 
大淀町文化会館（あらかしホール） 
バス　山本正三　ソプラノ　勝桂子 
1０７４７-５２-５７５８　あらかしホール音楽祭実行委員会 

東　健三 
４月２４日（日）１４時３０分 
ムラマツリサイタルホール新大阪 
前売３０００円　当日３５００円 
グリーグ：ヴァイオリンソナタ　第１番 
ヴァイオリン　東健三　ピアノ　出戸由記子 
1０６-６７８８-１５７６　東マネージメント 

第４４回　幸楽会回　幸楽会コンサート 第４４回　幸楽会コンサート 

卒
業
生
便
り
　
知
念
あ
か
ね
さ
ん 

９６
年
短
大
卒 

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン 

（
　
　
　
） 
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　付属音楽幼稚園のメーン行事とい
えば「こどものミュージカル」。昨年
１２月１９日に第３０回公演が行われま
したが、会場の豊中市立市民会館
が来年度から改修工事に入るため
今回がファイナル公演となりました。
満席の客席には卒園生たちも駆け
つけ最後の舞台に惜しみない拍手
を送っていました。 
　こどものミュージカルは幼稚園の研

究発表として８１年２月にスタートしま
した。３０年間に作られた作品は１８
本にのぼっています。 
　ファイナル公演の第１部は ｢思い
出のミュージカル｣ ハイライト集。全
園児２７９人が ｢アリとキリギリス｣（鹿
島正昭作曲）、「不思議の国のアリス」
（森本友紀作曲）、「うらしまたろう」
（熊谷美紀作曲）など７作品を再現
しました。いつもなら年少組は客席

で鑑賞しますが、今回はさよなら公
演とあって年少組も舞台に上がりまし
た。 
　第２部は景山伸夫作曲の「おや
ゆび姫」。年長児８０人、年中児９７
人が「むかしあるところに」「楽しく
あそぼう」「つばめのワルツ」など 
２５曲を元気に歌い、３０年の幕を閉
じました。衣裳づくりに汗を流したお
母さんたち。今はいい思い出に。 

「こどものミュージカル」 
～ファイナル公演～ 
 

30年の歴史  惜しまれながら 

音楽博物館 
MUSEUM OF THE OSAKA COLLEGE OF MUSIC

＊古典ピアノの試奏をご希望の方は、電話・メール等でお問い合わせください。 

第６７回ミュージアム・コンサート 
「古典ピアノの魅力」－楽器がつたえる19世紀の響き－ 

第３０回ミュージアム・セミナー 
「メコン川が運ぶケーンの響き」 ２０１０年１２月４日（土）　お話と演奏：本岡浩子 

３月の催し 受講料：１０００円 
＊事前の申し込みが必要です 
 

３月１９日（土）１４時　お話：西岡信雄 
演奏：ラオス伝統芸能団“ドクパーペッポントン” 

　ケーンは、メコン川を挟むラオス南部とタイ北東
部で使われている全長１メートルほどの笙。今回は
ケーンや８種類の伝統楽器とともに民謡やダンスを
お楽しみください。 

　ピアノは1700年頃に原型となる楽器が誕
生し、その後約200年の間、様 な々改良・発
展を繰り返し、19世紀末に現代の姿になりま
した。それら発達過程にあったピアノを古典
ピアノと呼んでいます。今回のコンサートでは、

館蔵の古典ピアノの内、18世紀末のイギリス式、19世紀中期
のウィーン式ピアノの音色をご披露しました。現代ピアノと異な
り金属製のフレームを持たな
いため「木の響き」が美しく、
作品の生まれた時代の音楽
そのものがよみがえったよう
な印象でした。 
　本岡浩子教授のピアノソ
ロで、W.A.モーツァルト「ソナ
タ･ト長調 K.283」、F.シューベルト「楽興の時」、R.シューマン
「子ともの情景」など13曲、小玉晃講師（Br.）により、L.v.ベー
トーヴェン「君を愛す」、R.シューマン「詩人の恋」などが演奏
されました。 

音楽博物館お問合わせ　106-6868-1509　FAX06-6865-1221
museum1@daion.ac.jp   URL： ｈｔｔｐ://daion.ac.jp/museum/

　
１９
世
紀
ご
ろ
ス
ペ
イ
ン
か
ら

伝
来
し
た
小
型
ハ
ー
プ
が
、
南

米
ア
ン
デ
ス
地
方
で
土
着
化
し

た
楽
器
で
す
。
ア
ル
パ
と
呼
ば

れ
、
フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ
音
楽
に

大
活
躍
し
て
い
ま
す
。 

楽器を奏でる人形たち 

ア
ン
デ
ス
の
ハ
ー
プ
 

西岡信雄コレクションより（音楽博物館所蔵） 


